
感
謝

の
気

持
ち

を
込

め
て

今
、　

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

（
写
真
：
沢
石
地
区
敬
老
会
で
の
沢
石
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
）
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９
月
８
日
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ
く
ま
荘
を
は
じ
め
、

16
日
に
は
沢
石
地
区
・
要
田
地
区
・
御
木
沢
地
区
・
岩
江
地
区
・

中
郷
地
区
で
、
17
日
に
は
三
春
地
区
・
中
妻
地
区
で
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
、
約
２
、９
０
０
名
の
皆
さ
ん
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
沢
石
地
区
の
敬
老
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

沢
石
地
区
で
は
、
75
歳
以
上
の
２
５
５
名
の
皆
さ
ん
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
で
は
、町
か
ら
80
歳
以
上
の
方
へ
祝
金
が
、

77
歳
、
88
歳
、
89
歳
以
上
の
方
へ
祝
品
が
贈
ら
れ
た
後
、
佐
久
間

藤
人
代
表
区
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
最
後
に
敬
老
招
待

者
を
代
表
し
て
佐
久
間
惟
太
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
初
め
に
沢
石
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
歌
の
披
露
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
招
待
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
や
演
奏
を
聞
い
て
楽
し
み
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
25
年
４
月
の
中
学
校
統
合
に
よ
り
、
今
年
が
最
後
の
出
演
と
な
る
沢
石
中
学

校
３
年
生
に
よ
る
「
長
寿
応
援
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
か
ら

招
待
者
へ「
病
気
に
か
か
ら
な
い
で
く
だ
さ
あ
い
！
」「
畑
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
あ
い
！
」「
沢

石
中
学
校
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
あ
い
！
」
な
ど
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

各地区で敬老会開催	………………………………	2
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■消防団秋季検閲式（８:00）
■消防操法披露
　（小型ポンプの部 御木沢分団、ポンプ車操法の部 中郷分団）（9:00）
■防災訓練開始（9:50）
■林野火災防ぎょ訓練
　林野火災を想定し、消防防災航空隊と消防団による消火訓練を
実施します。
■倒壊家屋救出訓練
　倒壊家屋から救助資機材を使用して負傷者を救出する訓練を行
います。
■初期消火訓練　
　バケツリレーによる初期消火訓練および消防団による消火訓練
を行います。
■炊き出し訓練
　炊き出し訓練を行い、炊き出しのおにぎりは参加者や見学して
いる皆さんも試食できます。
■ふれあいコーナー
　消防車両や資機材の展示、誰でも参加できる体験コーナーを設
置します。
■閉会式（11：30）

昨年の防災訓練のようす（役場周辺・三春小学校）

消防ふれあいデースケジュール

　消防ふれあいデーが 10 月 21 日（日）午前８時から 12 時まで三春町営グラウンドで開催されます。
　当日は、防災ヘリコプターによる林野火災防ぎょ訓練、倒壊家屋からの救出訓練、初期消火訓練などが行われ
ます。また、はしご車の展示や誰でも参加できる煙体験ハウスなど、展示・体験コーナーを設置しますので、皆
さんぜひ、ご来場ください。

消防団秋季検閲式・消防ふれあいデー
◆ 日時  10 月 21 日（日）午前８時〜
◆ 場所  三春町営グラウンド

▶ 問い合わせ先　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

三
春
町
農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

問い合わせ先　三春町選挙管理委員会（総務課内）　☎62-2111

　

任
期
満
了
に
伴
う
三
春
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、

９
月
18
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
立
候
補
の
受
付
を

し
た
と
こ
ろ
、
届
出
を
し
た
方
は
、
選
挙
を
す
る
べ
き
委
員

の
数
と
同
じ
15
名
で
し
た
の
で
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
附
与
式
は
、
９
月
23
日
に
役
場
３
階
会
議
室
に

お
い
て
行
わ
れ
、
橋
本
春
雄
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
、

当
選
者
15
名
へ
当
選
証
書
が
附
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
５
名
の
方
に
、
10
月

１
日
付
け
で
、
鈴
木
町
長
よ
り
選
任
辞
令
が
渡
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
24
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

▼ 

農
業
委
員
当
選
者　
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

▽ 

佐
久
間
正
敏
（
富
沢
）

▽ 

柴
原
勝
正
（
柴
原
）

▽ 

大
内
昭
喜
（
貝
山
）

▽ 

佐
久
間
定
男
（
熊
耳
）

▽ 

渡
邉
豊
藏
（
南
成
田
）

▽ 

橋
本
衛
（
新
町
）

▽ 

過
足
重
治
（
過
足
）

▽ 

影
山
佳
宣
（
上
舞
木
）

▽ 

石
黒
昭
一
（
滝
）

▽ 

影
山
良
吉
（
鷹
巣
）

▽ 

山
口
利
夫
（
実
沢
）

▽ 

宗
形
義
匡
（
斎
藤
）

▽ 

田
中
清
美
（
下
舞
木
）

▽ 

湯
峰
初
夫
（
御
祭
）

▽ 

伊
藤
重
雄
（
平
沢
）

▼ 

三
春
町
長
選
任
農
業
委
員

▽ 

橋
本
洋
子
（
議
会
推
薦
）

▽ 

宗
形
は
つ
よ
（
議
会
推
薦
）

▽ 

渡
辺
盛
雄
（
た
む
ら
農
協
推
薦
）

▽ 

過
足
長
貞
（
郡
山
田
村
農
業
共
済
推
薦
）

▽ 

三
瓶
幸
吉
（
三
春
町
土
地
改
良
区
推
薦
）

3

当選証書附与式のようす
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保
育
所
の
公
設
民
営
化
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

　

幼
稚
園
の
入
園
申
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

18
歳
以
下
（
高
校
３
年
生
ま
で
）
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育

　

し
て
い
る
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
の
入
園
の
場
合

　

に
は
、
保
育
料
は
免
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
園
当
初
は
、

　

お
子
さ
ん
の
心
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
２
週
間
程
度
の
短

　

縮
保
育
（
慣
ら
し
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す

▼ 

岩
江
幼
稚
園
（
上
舞
木
）

　
☎
０
２
４-

９
５
６-

２
７
２
７　
定
員

120
名

▼ 

中
郷
幼
稚
園
（
柴
原
）

　
☎
62-

２
８
７
５　
定
員
60
名

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

平
成
25
年
度
の

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日

▽ 

岩
江
幼
稚
園

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

▽ 

中
郷
幼
稚
園　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

▼ 

時
間
外　

　
午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

▼ 

預
か
り
保
育
（
有
料
・
両
園
と
も
実
施
）

▽ 

月
～
金
曜
日　
午
後
６
時
ま
で

▽ 

土
曜
日　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

幼
稚
園

保
育
料
（
月
額
）

▼ 
保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

▼ 
預
か
り
保
育
料　
月
額
６
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場

　

合
は
日
額
５
０
０
円

▼ 

入
園
料　
入
園
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食

▽ 

岩
江
幼
稚
園　

給
食
（
平
成
24
年
度
給

　

食
費
は
年
額
３
８
、１
８
４
円
）

▽ 

中
郷
幼
稚
園　

給
食
（
平
成
24
年
度
給

　

食
費
は
年
額
３
８
、１
８
４
円
）

※ 

土
曜
日
や
長
期
休
暇
中
の
給
食
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
町
政
の
重
要
な
柱

と
し
て
位
置
づ
け
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
を
図
る
た
め
、
保
育
所
の
公
設
民
営
化

（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

保
育
所
の
公
設
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方

の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
運
営
が

で
き
る
よ
う
、
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
（
指
定
管
理
者
）
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し
、
そ
の

後
、
議
会
の
議
決
を
経
て
事
業
者
が
決
ま
り
ま
す
。

◆ 
申
込
期
間　
10
月
１
日（
月
）～
10
月
31
日（
水
）

▼ 

各
幼
稚
園

▼ 

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

▼ 

役
場
１
階
窓
口
（
日
曜
窓
口
で
も
受
付
）

※ 

保
育
所
（
第
１
保
育
所
・
第
２
保
育
所
・

北
保
育
所
）の
申
込
み
は
11
月
に
行
い
ま
す
。

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
１
９

申
込
先

三
春
町
で
は
保
育
所
の
公
設
民
営
化
（
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
）
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
１ 

公
設
民
営
化
（
指
定
管
理
者
の
導
入
）

　
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

　

町
が
選
定
し
た
事
業
者
に
管
理
運
営
を
委

託
す
る
も
の
で
す
。
町
の
施
設
に
は
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

る
施
設
と
し
て
、
三
春
病
院
、
敬
老
園
、
国

際
交
流
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２ 
な
ぜ
民
営
化
を
行
う
の
で
す
か
。

　

保
育
時
間
の
延
長
、
土
曜
日
１
日
保
育
な

ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
民
営
化
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３ 

保
育
料
は
高
く
な
り
ま
す
か
。

　

町
が
保
育
料
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
運
営
者
が
変
わ
っ
て
も
公
立
と

公
設
民
営
で
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
４ 

入
所
手
続
き
や
入
所
基
準
は
変
わ
り

　
ま
す
か
。

　

今
ま
で
ど
お
り
入
所
の
決
定
は
町
が
行
い

ま
す
。
入
所
で
き
る
条
件
に
も
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５ 

保
育
時
間
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

延
長
保
育
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

保
育
時
間
を
確
保
す
る
計
画
で
す
。

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
１
９

公設民営化が検討されている保育所



葛
尾
村
へ
の
要
田
中
学
校
の
貸
与
に
つ
い
て

　

町
で
は
、平
成
24
年
７
月
９
日
付
で
葛
尾
村
か
ら
、

「
復
興
の
第
一
歩
は
、
小
・
中
学
校
の
再
開
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
、
三
春
町
で
来
年
３
月
に
閉
校

と
な
る
中
学
校
の
１
校
を
借
用
し
た
い
。
ま
た
、
役

場
機
能
も
併
設
し
た
い
」
旨
の
要
望
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
町
民
代
表
の
方
々
や
要
田
地

区
の
方
の
意
見
を
お
聞
き
し
、「
葛
尾
村
民
の
早
期
帰

還
を
願
い
、
そ
の
間
、
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
廃
校
と
な
る
他
の
３
中
学

校
に
つ
い
て
は
当
面
の
利
活
用
計
画
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
」
な
ど
か
ら
、
現
要
田
中
学
校
を
葛
尾
村
に
貸

与
す
る
こ
と
と
し
、
町
議
会
の
了
承
も
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、９
月
７
日
、葛
尾
村
松
本
村
長
に「
要

田
中
学
校
の
貸
与
通
知
」
を
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

鈴木町長（左）から松本葛尾村長（右）への貸与通知の伝達

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
田
村
月
斎
の
子
孫
が

伝
え
た
古
文
書
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。

　

月
斎
は
、
三
春
の
基
礎
を
築
い
た
戦
国
大
名
田

村
義
顕
の
弟
で
、
田
村
顕
頼
と
い
い
ま
し
た
。
武

将
と
し
て
戦
場
で
武
威
を
奮
う
と
と
も
に
、
月
斎

入
道
聖
休
と
し
て
仏
門
に
帰
依
し
、
高
野
山
で
亡

く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
子
孫
は
江
戸

時
代
に
愛
姫
の
招
き
で
仙
台
藩
伊
達
家
に
仕
え
、

先
祖
の
由
緒
と
伊
達
氏
一
族
と
の
所
縁
を
示
す
古

文
書
を
多
数
保
管
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
家
を
継

続
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
戦
国
武
将
と
し
て
の
月
斎
、

愛
姫
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
一
関
田
村
家
と
の
関

わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
田
村
家
に
伝
え
ら
れ
た
古

文
書
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
月
斎
の
子
孫
は
、
後
の
三
春
藩
主
秋
田
家
と
も
所
縁
が
あ
り
、
一
時
秋
田
実
季
の

元
に
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
新
た
に
収
蔵
し
た
秋
田
実
季
が
ま
と
め
た
連

歌
の
巻
物
も
展
示
し
ま
す
。

▼ 

期
間　
10
月
20
日
（
土
）
～
12
月
２
日
（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼ 

入
館
料　
一
般 

・
大
学
生
３
０
０
円
／
小
中
高
校
生 

１
５
０
円

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
62-

５
２
６
３

月斎・梅雪斎宛伊達政宗書状

歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
企
画
展
開
催

「
田
村
月
斎
と
子
孫
た
ち
〜
江
戸
時
代
を
生
き
た
戦
国
武
将
〜
」

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
資
料
の
保
存
や
害
虫
、
カ
ビ
な
ど
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

の
く
ん
蒸
作
業
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
う
郷
土
人
形
館
の
資
料
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
期
間
は
歴
史
民
俗
資
料
館
と
郷
土
人
形
館
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼ 

期
間　

10
月
１
日
（
月
）
～
５
日
（
金
）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
62-

５
２
６
３

く
ん
蒸
の
た
め
の
休
館
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
高
校
３
年
生
相
当
の
18
歳
ま
で
の
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
が
始
ま
り
ま
す
。

助
成
内
容

未
申
請
の
方

　

高
校
３
年
生
相
当
の
18
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
医
療
機
関
で
受
診
や
入
院
し
た
と
き
、

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま

す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎ 

62-

３
１
６
６

受
給
資
格
証

　

申
請
し
て
頂
い
た
方
に
は
受
給
資
格
証
を

送
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
医
療
機
関
に
掛

か
る
際
に
は
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

三
春
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
以
外
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
広
報
み
は

　

る
８
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ
☎
62-

２
１
３
２

5



平
成
23
年
度
決
算
報
告

　

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132

財政調整基金…町の積立金（貯金）
地方交付税 … 全国の地方自治体が、平等に事務が
　　　　　　　　できるように国から交付されるもの
町　　　債 … 町が資金調達するための借入金
公　債　費 … 借り入れた町債の利息と返済金

　歳出額は 81 億 9,446 万円となり、平成 22 年度より 19 億 769
万円増額となりました。新三春中学校建設事業や東日本大震災による
災害復旧事業、基金積立などにより、前年度を大きく上回る歳出とな
りました。
　今後も、防災対策の強化や放射能対策など東日本大震災によって明
らかとなった課題に取り組みつつ、体力に見合った町債の発行を心掛
けるなど効率的な財政運営に努めるとともに、積極的に行財政改革に
取り組み、地域の実情を踏まえた施策を展開してまいります。

● 歳入 ● 歳出

■ 町民一人あたりに換算した経費（平成 24 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 18,489 人で計算）

主な歳入

地方交付税 184,929 円
国庫支出金 104,515 円
町税 92,614 円
町債 18,963 円

主な歳出
教育関係 93,580 円
福祉関係 88,245 円
町債返済 52,502 円
保健・環境関係 33,323 円
土木関係 22,619 円

ひとりあたり

487,991 円
ひとりあたり

443,207 円

90億2,247万円

70億7,850万円

19億4,397万円

81億9,446万円

62億8,677万円

　19億　769万円

8億2,801万円

7億9,173万円

　3,628万円

5億円

3億8,100万円

1億1,900万円

1億6,573万円

1億6,122万円

451万円

平成23年度

平成22年度

比　較

歳入 歳出 差引額 うち財政調整基
金へ積立 うち翌年度へ繰越

1億6,228万円

2億4,951万円

▲8,723万円

うち翌年度へ繰
り越すべき財源

年度

地方交付税
34億1,916万円

民生費
16億3,156万円

総務費
12億2,322万円

衛生費
6億1,611万円

公債費
9億7,071万円

消防費4億9,440万円

教育費
17億3,020万円

災害復旧費 5億7,393万円
町債3億5,060万円

地方譲与税など3億1,511万円

国県支出金
19億3,237万円

町税
17億1,234万円

諸収入など 
6億7,247万円

分担金・
使用料など

 1億6,225万円

繰入金 
4億5,817万円

1億6,573万円5億円1億6,228万円
繰越金基金へ積立

H24年度に使い道が決まっているお金

剰余金
8億2,801万円

歳入総額
　90億2,247万円

歳出総額
81億9,446万円

土木費 4億1,821万円

議会費・商工費・労働費・農林水産費 5億3,612万円

新三春中学校建設事業5億6,417万円、小中学校・幼稚園冷房設備設置工事3億2,870
万円、教育施設整備基金積立金1億11万円などで、8億9,662万円の増となりました。

東日本大震災復興基金積立金3億6,268万円、公有施設整備基金積
立金4,658万円、地域活性化交付金事業8,212万円（町営プール等
改修工事5,798万円など）で、3億9,714万円の増となりました。

元金8億2,812万円、利子1億4,254万円の定期償還と5万円の一時
借入金利子償還を行いました。
各種予防接種業務委託や一般廃棄物収集運搬業務委託などを行い
ました。平成22年度より9,241万円の減となりました。

普通交付税24億15万円、特別交付税3億544万円、震災復興特別交付
税7億1,358万円で、H22年度より8億387万円の増となりました。

児童手当および子ども手当負担金2億4,485万円、町道や公立学校に対
する災害復旧国庫負担金9,944万円、災害廃棄物処理に係る国庫補助
金7,358万円、公立学校施設建設補助金1億8,291万円、市町村復興支
援交付金3億6,268万円などで、10億3,127万円の増となりました。

町民税99万円の増、固定資産税631万円の減、軽自動車税61万円の増、町たば
こ税1,862万円の増、入湯税143万円の減により1,249万円の増になりました。

学校教育施設等整備事業債2億1,080万円、道路整備事業債9,800万円、公共
土木施設等災害復旧単独事業債1,950万円などで、1億1,440万円の増です。

郡山地方広域消防組合分担金1億9,540万円、線量低減化活動支援事業2,740万円、三春
実生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業補助金3,940万円、防火水槽299万円などで、2億1,259万円の増です。

障害者給付費2億4,743万円、国民健康保険会計繰出金1億598万円、後
期高齢者医療費負担金1億7,281万円、介護保険特別会計繰出金2億
713万円、子ども手当3億1,549万円、東日本大震災見舞金2,826万円、
災害援護資金貸付金1,490万円などで、6,132万円の増となりました。

道路等災害復旧事業（補助、単独）2億8,852万円、町営住宅災害復旧工事・設計委
託4,668万円、教育施設災害復旧工事2,691万円などで、5億5,394万円の増です。

日影線舗装補修工事2,649万円、貝山宮ノ下線道路改良工事3,460
万円、下舞木岩本線道路改良工事・測量業務2,385万円、中心市街
地再生整備事業1,632万円などで、6,613万円の減です。

■ 平成 23 年度一般会計決算額
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■ 平成 23 年度に取り組んだ主な事業内容（一般会計）

 中学校再編に関する取組み
・中学校再編の推進は町の最重要課題として取り組みまし
た。建築工事に関しては、平成 23 年 11 月に起工式が行われ、
平成 24 年 12 月の完成を目指し予定通り進捗しています。
・開校に向けては準備委員会および検討部会を随時開催し、
教育課程（カリキュラム）、制服、校章・校歌、部活、修学
旅行などについて協議・検討を行ってきました。
◆ 新三春中学校建設工事費 ……………… 5 億 2,815 万円
◆ 新三春中学校敷地造成、法面工事 ………… 1,247 万円
◆ 工事設計業務委託、監理業務委託、建築確認など … 2,306 万円
◆ 新三春中学校開校準備委員会、制服検討委員会経費 … 50 万円他

 訪ねてみたくなる地域づくりに関する取組み
・滝桜観光対策では、原発事故によって観桜料の徴収を取りや
め、渋滞対策などは最低限の対応に留めましたが、大震災に負
けない心のシンボルとして多くの人に訪れていただきました。
　また、秋を彩るもみじの里づくりでは、現もみじ山西側の
拡張に取り組むこととしました。
・市街地の回遊に欠かせないお城山はここ５か年にわたり整備
を進めていますが、平成 23 年度は散策路整備などに取組み、
また、各まちづくり協会などの協力のもとアジサイの植栽も
進めました。城山整備の終了も間近となりました。
◆ 滝桜遊歩道舗装打替工事 …………………… 1,049 万円
◆ 滝桜臨時駐車場増設工事 ……………………… 133 万円
◆ もみじ山整備事業 ……………………………… 16 万円
◆ 城山公園散策路等整備事業 ………………… 1,034 万円
◆ 三春秋まつり事業 …………………………… 250 万円 他

 次世代育成に関する取組み
・人口の減少は、町の活力と経済に大きな影響を及ぼす問題です。
そのため、人口の流出・減少を抑制し、定住を促進するため「定
住促進計画」の作成に取り組みました。計画した事業は、平成
24 年度から取り組まれることとなります。
・少子化対策事業には重点的に取組み、様々な事業を推進してい
ますが、平成 23 年度には、乳幼児健診における歯科健診にフッ
素塗布の導入、出産育児一時金の増額など充実を図りました。
・まほらっ子教室を継続して開催するとともに、保護者の就労な
どを支援するため、平成 24 年度から「御木沢児童クラブ」を新
たに開設することとしました。
・なお、課題となっている子育て支援センターの充実、幼稚園・保育
所のあり方については、継続して検討していく課題となっています。
◆ 子ども手当支給事業 ……………………… 3 億 1,744 万円
◆ すくすく赤ちゃん応援事業 ……………………… 740 万円
◆ 多子世帯養育支援事業 …………………………… 799 万円
◆ ひとり親家庭医療費助成事業 …………………… 421 万円
◆ 乳幼児健康診査事業 ……………………………… 328 万円
◆ 妊婦健康診査事業 ……………………………… 1,038 万円
◆ 子育て支援医療費助成 ………………………… 4,371 万円
◆ 放課後子どもプラン推進事業 ………………… 736 万円他  

 産業興しに関する取組み
・産業全般に亘り、原発事故によって放射線量の測定や損
害賠償支援などの対応に追われ、また、自粛ムードやいわ
ゆる風評被害などによって事業進展は滞った感が残念なが
ら否めません。
　その中で、長年の課題であった商業核店舗のスーパーが
移転開店し、町の商店街活性化は新たな局面に歩みだしま
した。
・市街地活性化の一助として町が所有する中町蔵の整備を
行い、店舗としての活用を検討していますが、旧スーパー
跡地の利活用などの課題もあるので、関係団体とともに知
恵と工夫を出し合い、中心市街地の活性化には積極的に取
り組んでいきます。
・企業立地関係では、町内の 2 企業が田村西部工業団地に
進出の意向を示しており、県、町の制度を十分に活用し、
支援を行っていきます。
◆ 企業誘致事業 ………………………………… 1,104 万円
◆ 緊急雇用創出事業 …………………………… 3,963 万円
◆ 伝統的物産の製作継承支援事業 ……………… 139 万円
◆ 中山間地域等直接支払推進事業 ………… 7,294 万円 他

 安全で安心して暮らせる生活環境創造に関する取組み
・生活・生産基盤向上のための道路網の整備では、太田線に着手し、
継続事業の日影線を完成させました。生活道路では、まちづくり要
望のあった路線などを計画的に整備することができました。また、
市街地では、長年の懸案であった北町荒町線の改良に着手しました。
・町内で実施され町が支援している県事業関係は順調に進展し、
国道 288 号三春西バイパスは平成 25 年 3 月開通を目指し工事
が進められ、桜川改修事業は、地権者をはじめ関係者の協力に
より、改良済延長が 50.7％、事業費ベースで 69.1％となってい
ます。今後も関係者の協力を得ながら円滑に事業が推進される
よう、家屋の移転対策などに積極的に取り組んでいきます。
・防災行政無線のデジタル化を図るため、役場親局の更新、難聴
地区への外部スピーカーの整備など、災害時の情報伝達の迅速
化に取り組むこととしました。
・防寒着、アポロキャップなど消防団員の装備品の充実を図りました。
・定住促進住宅は、㈱三春まちづくり公社を指定管理者として管
理運営を委託しましたが、満室となっているなど順調に運営さ
れています。
◆ 太田線測量設計業務委託 ………………………… 893 万円
◆ 日影線舗装補修工事 …………………………… 2,649 万円
◆ 貝山宮ノ下線道路改良工事 …………………… 3,460 万円
◆ 下舞木岩本線道路改良工事 …………………… 2,385 万円
◆ 五本木垢潜薬師道道路改良工事 …………… 3,635 万円
◆ 清水永作線道路改良工事 ……………………… 1,191 万円
◆ 道路維持工事 …………………………………… 4,624 万円
◆ 生活道路整備事業 ……………………………… 1,000 万円
◆ 根本一矢間地内防火水槽新設工事 ……………… 299 万円
◆ アポロキャップ・防寒着整備 ………………… 549 万円他

 町有施設の修繕などに関する取組み
・公共施設の耐震化や廃校となる中学校の利活用計画は重
要な課題であることから、町民代表などによる「公共施設
整備方針検討委員会」を設置し、検討を行いました。平成
23 年度は役場、旧公民館および図書館について集中して討
議し、平成 24 年 5 月に中間報告が行われました。廃校と
なる中学校の利活用の検討は、現在継続されています。
・三春小学校の耐震化工事は、東日本大震災を踏まえ、児
童の安全・安心を確保するために耐震化計画を前倒しし、
平成 24 年度に調査設計、平成 25・26 年度工事として取り
組む方針としました。
・公共施設の修繕には多額の経費が必要となるため長期修
繕計画の策定に取り組んでいますが、現況調査を終えた中
から、町営貝山プールの改修、要田交流館大平荘の耐震化、
学校などのトイレ洋式化など、計画的に取り組みました。
　また、今後、整備すべき公共施設が多いことから、施設整備を
計画的に推進するために「公有施設整備基金」を設置しました。
◆ 公共施設整備方針検討委員会 ……………………… 8 万円
◆ 町営プール等改修工事 ……………………… 5,798 万円
◆ 大平荘耐震補強事業 ………………………… 1,231 万円
◆ 中妻小学校外壁改修工事・トイレ改修工事 … 823 万円
◆ 中妻小学校体育館耐震補強工事 …………… 1,082 万円
◆ 公有施設整備基金積立金 ………………… 4,658 万円他

地方交付税
34億1,916万円

民生費
16億3,156万円

総務費
12億2,322万円

衛生費
6億1,611万円

公債費
9億7,071万円

消防費4億9,440万円

教育費
17億3,020万円

災害復旧費 5億7,393万円
町債3億5,060万円

地方譲与税など3億1,511万円

国県支出金
19億3,237万円

町税
17億1,234万円

諸収入など 
6億7,247万円

分担金・
使用料など

 1億6,225万円

繰入金 
4億5,817万円

1億6,573万円5億円1億6,228万円
繰越金基金へ積立

H24年度に使い道が決まっているお金

剰余金
8億2,801万円

歳入総額
　90億2,247万円

歳出総額
81億9,446万円

土木費 4億1,821万円

議会費・商工費・労働費・農林水産費 5億3,612万円

新三春中学校建設事業5億6,417万円、小中学校・幼稚園冷房設備設置工事3億2,870
万円、教育施設整備基金積立金1億11万円などで、8億9,662万円の増となりました。

東日本大震災復興基金積立金3億6,268万円、公有施設整備基金積
立金4,658万円、地域活性化交付金事業8,212万円（町営プール等
改修工事5,798万円など）で、3億9,714万円の増となりました。

元金8億2,812万円、利子1億4,254万円の定期償還と5万円の一時
借入金利子償還を行いました。
各種予防接種業務委託や一般廃棄物収集運搬業務委託などを行い
ました。平成22年度より9,241万円の減となりました。

普通交付税24億15万円、特別交付税3億544万円、震災復興特別交付
税7億1,358万円で、H22年度より8億387万円の増となりました。

児童手当および子ども手当負担金2億4,485万円、町道や公立学校に対
する災害復旧国庫負担金9,944万円、災害廃棄物処理に係る国庫補助
金7,358万円、公立学校施設建設補助金1億8,291万円、市町村復興支
援交付金3億6,268万円などで、10億3,127万円の増となりました。

町民税99万円の増、固定資産税631万円の減、軽自動車税61万円の増、町たば
こ税1,862万円の増、入湯税143万円の減により1,249万円の増になりました。

学校教育施設等整備事業債2億1,080万円、道路整備事業債9,800万円、公共
土木施設等災害復旧単独事業債1,950万円などで、1億1,440万円の増です。

郡山地方広域消防組合分担金1億9,540万円、線量低減化活動支援事業2,740万円、三春
実生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業補助金3,940万円、防火水槽299万円などで、2億1,259万円の増です。

障害者給付費2億4,743万円、国民健康保険会計繰出金1億598万円、後
期高齢者医療費負担金1億7,281万円、介護保険特別会計繰出金2億
713万円、子ども手当3億1,549万円、東日本大震災見舞金2,826万円、
災害援護資金貸付金1,490万円などで、6,132万円の増となりました。

道路等災害復旧事業（補助、単独）2億8,852万円、町営住宅災害復旧工事・設計委
託4,668万円、教育施設災害復旧工事2,691万円などで、5億5,394万円の増です。

日影線舗装補修工事2,649万円、貝山宮ノ下線道路改良工事3,460
万円、下舞木岩本線道路改良工事・測量業務2,385万円、中心市街
地再生整備事業1,632万円などで、6,613万円の減です。

 町民の健康増進と福祉施策の充実に関する取組み
・指定管理者による町立三春病院の経営は、入院、外来患者数とも
伸び、前年度に引き続き単年度収支は黒字でした。特に、東日本大
震災では、避難患者の受入、避難所での医療支援など災害時拠点病
院としての役割を存分に発揮したことは特筆されます。今後も地域
医療の核施設として更なる機能の充実に取り組んでいきます。
・国保医療費は前年度比△ 5.5％となりましたが、疾病構造に対応
した施策の推進や健診受診率の向上などにより、医療費の抑制、
国保財政の安定化に積極的に取り組むべき必要性があります。
・小児細菌性髄膜炎を予防するため、ヒブワクチンと小児肺炎球菌
ワクチンの接種費用の無料化を制度化し、また、肺炎球菌ワクチ
ン接種の助成を年度内に 65 歳以上の高齢者にも拡大しました。
・介護予防事業は前年度まで白山福祉館で実施してきましたが、
大震災で施設が利用できなくなったため、「にこにこ元気塾」と
して各地区の交流館などで開催するよう変更しました。これに
より参加者が増えるなどの効果がありました。
・地域密着型特別養護老人ホームなどの介護施設整備が計画され
ていましたが、事業主体の都合により遅延することとなりました。
◆ インフルエンザワクチン等予防接種委託 …… 2,676 万円
◆ 成人健康診査事業 ……………………………… 2,440 万円
◆ 障がい福祉サービス費 …………………… 2 億 276 万円他
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歳出総額（復旧・復興分）　15億 5,606 万円 ※復旧・復興に関する経費で、町の一般財源は使いませんでした。

災害等廃棄物処理補助事業
1億 573 万円

土木施設災害復旧事業
（補助）2億 1,999 万円

農業用施設等災害復旧事業
（補助）5,788 万円 土木施設災害復旧事業

（単独）1億 2万円 東日本大震災復興基金積立金、
被災住宅修繕工事　など

放射線量低減対策事業
3億 5,314 万円

災害救助費等
6億 890 万円

小中学校・幼稚園冷房設備設置、
学校校庭表土除去　など

学校教育施設災害復旧事業
（補助）7,301 万円

公共施設等災害復旧事業
（補助）2,236 万円

その他災害復旧事業
（単独）2,236 万円

寄附金
2,785 万円

その他
119 万円

平成 22 年度災害復旧事業分、
平成 23 年度繰越事業分

国庫支出金
2億 1,191 万円

県支出金
7億 179 万円

繰越金
1億 8,790 万円

震災復興特別交付税
7億 1,358 万円

歳入総額（復旧・復興分）　18億 6,261 万円 繰入金
600 万円

地方債　1,240 万円
（災害援護資金貸付事業債）

● 一般会計の借入金残高
■ 町の借入金はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

　定期償還の確実な実
行と新たな借入金の抑
制などにより、借入金の
残高を減らしています。

※ 町の借入金の残高には、
一般会計のほか企業会計
分もあります。詳細につ
いては、平成 23 年度企
業会計決算額をご覧くだ
さい。

（一般会計分＋企業会計分）÷ 町民人口
＝（85 億 2,241 万円＋ 49 億 7,253 万円）÷18,489 人＝ 729,890 円

町民一人あたりに換算した借入残高　　　729,890 円
（平成 24 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 18,489 人で計算）

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132

H1470

90

110

130

150

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

135億7,557万円

132億2,279万円

128億2,309万円

122億2,580万円
114億7,308万円

108億3,577万円
102億6,262万円

96億1,932万円

億

年度H22

89億9,993万円

H23

85億2,241万円

■ その他の会計について（特別会計と企業会計）　一般会計のほか、下記の会計があります。

　特別会計は、特定の事業における歳入歳出を明確にするため、一般会計と区分して会計処理を行います。
　企業会計は、公営企業としての事業（水道・下水道等・宅造・病院）にかかる会計です。

会計別

国民健康保険

後期高齢

介護保険

町営バス事業

放射性物質対策

合計

歳入金額

20億1,373万円

1億5,564万円

13億　288万円

1,536万円

13万円

34億8,774万円

歳出金額

19億　　20万円

1億5,564万円

12億6,810万円

1,536万円

13万円

33億3,943万円

差引額

1億1,353万円

0万円

3,478万円

0万円

0万円

1億4,831万円

会計別 歳入金額

3億4,013万円

5,859万円

2億2,026万円

1億4,944万円

665万円

220万円

7億7,727万円

歳出金額

3億2,262万円

1億7,975万円

2億4,182万円

2億9,201万円

 2億     39万円

9,126万円

13億2,785万円

  借入残高

収益的
資本的
収益的
資本的

収益的

水道事業

下水道事業等

宅地造成事業　収益的
病院事業

合計

19億3,863万円

30億3,390万円

0円

49億7,253万円

0円

■ 平成 23 年度　特別会計決算額 ■ 平成 23 年度　企業会計決算額

※ 下水道事業等においては、公営企業経営健全化計画（平成 18 ～ 25 年度）を
　策定し、増収対策・経費削減などの具体的な計画をたて改善を行っています。

■ 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故からの復旧・復興に関する経費について

 災害復旧事業について
・３月の東日本大震災、９月に台風に見舞われるなど災害と
の戦いの１年でした。その中で、復旧事業については以下の
とおり実施しました。
・町独自の施策として一部損壊住宅の修繕工事費用の一部助
成を設けたほか、住宅応急復旧や災害廃棄物処理などにも取
り組みました。
◆ 農地等災害復旧工事 ………………………… 3,925 万円
◆ 堆肥センター災害復旧工事・設計委託 …… 3,406 万円
◆ 道路災害復旧工事・設計委託 ………… 2 億 8,852 万円
◆ 町営住宅災害復旧工事・設計委託 …………… 4,668 万円
◆ 教育施設災害復旧工事 ……………………… 2,691 万円
◆ 被災住宅修繕工事費助成金 …………………… 600 万円
◆ 災害援護資金貸付金 ………………………… 1,490 万円
◆ 災害廃棄物処理事業 ……………………… 7,779 万円也

 原子力発電所事故への対応について
・原発事故にも様々な対応を行いましたが、概要は以下のと
おりです。
○ 避難町村の支援
○ 放射線対策
○ 放射性物質の除染対策
◆ 線量低減化活動支援事業 …………………… 2,740 万円
◆ 実生プロジェクト事業補助金 ……………… 3,940 万円
◆ 教育施設校庭等表土除去工事 ……………… 3,000 万円
◆ 公園等表土除去工事 …………………………… 519 万円
◆ 小中学校・幼稚園冷房設備設置事業 … 3 億 2,870 万円
◆ 保育所冷房設備設置事業 ………………… 1,166 万円他
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■ 町の財産はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

※１ 積立基金のうち財政調整基金・減債基金以外は目的基金
　　といわれ、特定の事業のために積み立てているものです。
※ ２ 財政調整基金とは、財源の不足や緊急の事業に備えて積み立て
　　ておくもので、いわば町の貯金です。財政調整基金現在高には、　
　　平成 23 年度決算差引の積立額（5 億円）は含まれていません。
※ ３ 減債基金は、借入金の返済のために積み立てておくものです。

内訳

土地（施設用地、山林など）

建物（庁舎、各施設など）

物権（地上権）

有価証券（株券）

出資による権利

自動車・消防車両など

積立基金（※１）

運用基金（現金など）

運用基金（貸付金）

現在高

221万7,585㎡

11万3,837㎡

12万9,755㎡

6,769万円

28億5,500万円

110台

27億1,388万円

5,000万円

　0円

区分

公有財産

物件

基金

財政調整基金（※ ２）（現金） ………  4 億 1,638 万円
財政調整基金（債権） ………………  １億　　 6 万円
減債基金（※ ３） ……………………………  794 万円
水道経営安定基金（現金） ………… 4 億 4,630 万円
水道経営安定基金（債権） ………… 1 億　　 2 万円
水道経営安定基金（貸付金） ………… 5 億 6,700 万円
福祉基金 ……………………………………  5,531 万円
さくら基金 …………………………………  2,915 万円
観光振興基金 ………………………………… 427 万円
教育施設整備事業基金 ………………  2 億 9,299 万円
三春の森保全基金 …………………………  2,013 万円
三春病院事業基金 （現金）…………… 1 億 4,607 万円
三春病院事業基金（債権）………………  9,982 万円
公有施設整備基金…………………………  4,658 万円
東日本大震災復興基金……………… ３億 5,668 万円
その他の基金 ………………………………  2,519 万円

積立基金（※ １）の内訳

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成 23 年度決算に基づく「健全化判断比率」お
よび「資金不足比率」を公表します。
　この法律は、地方公共団体の財政状況を指標として表し、健全化の状況をより明らかにするためのものです。
　各指標のいずれかが早期健全化基準以上の場合、財政健全化計画あるいは財政再生計画を策定し、健全化に向け
て取り組むこととなります。

健全化判断比率等の公表について

　平成 23 年度決算に基づく三春町の健全化判断比率および資金不足比率は、算定の結果、基準値を下回っています。
　また、「健全化判断比率」を構成する指標のひとつである「実質公債費比率」は、平成 22 年度に 18％を下回り、
平成 23 年度においても引き下げることができました。
　引き続き、より徹底した経費の節減や行財政改革を進め、財政の健全化に取り組んでいきます。

指　標 三春町
早期健全化

基準
財政再
生基準

①実質赤字比率 —（—） 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 —（—） 20.0％ 40.0％

③実質公債費比率 13.9％（　15.7％） 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 90.0％（123.1％） 350.0％

※ 実質赤字、連結実質赤字とならなかったため「ー（該当なし）」で表示
　しています。（　）書きは平成 22 年度数値です。

公営企業 三春町
経営健全
化基準

水道事業会計 —（—） 20.0％

下水道事業等会計 —（—） 20.0％

病院事業会計 —（—） 20.0％

宅地造成事業会計 —（—） 20.0％

※ 資金不足とならなかった会計は「ー（該当なし）」で
　表示しています。（　）書きは平成 22 年度数値です。

▼ 健全化判断比率 ▼ 資金不足比率

★ 三春町の比率

　健全化判断比率のうち、一つでも早期健全化基準以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準以上である
場合は財政再生計画を定める必要があります。
　また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を定める必要があります。

● 財政の健全さを判断する指標は、次の比率です。

① 実質赤字比率
② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率
④ 将来負担比率

＜健全化判断比率＞ 資金不足比率
　（公営企業等会計ごとに算定）

■ 主な町税などの徴収率（納期内に納めましょう）
　町民税や固定資産税などの町税は、町が行政サービス
を提供するために極めて重要な財源であり、国民健康保
険税は、国民健康保険制度の運営に使用されます。この
ため、滞納額が増えると、行政サービスの低下や国民健
康保険制度の運営ができなくなる恐れがあります。
　また、「滞納」とは、納期限までに納付されていない
状態をいいます。納期限までに納付がない場合は、督促
状や催告書を送付し、納付を促しています。税金を滞納
したままにしておくと、財産の差押えなど滞納処分を行
い、強制的に税金を徴収することになります。督促状や
催告書の経費も、皆さんが納めた税金から支払われます。
　納期限内の納付をお願いします。

収入済額
6億6,555万円
1,444万円

8億7,958万円
1,125万円

4億3,098万円
3,407万円
4,418万円
72万円

5,743万円
236万円

収入未済額
539万円
2,165万円
631万円
2,289万円
2,879万円
8,570万円

0円
410万円
78万円
995万円

99.18%
38.47%
99.22%
28.81%
93.74%
26.71%

　100.00%
14.91%
98.65%
19.19%

98.21%
40.86%
98.69%
27.84%
91.48%
25.14%
98.34%
25.21%
98.89%
20.15%

現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
過年度分
現年度分
滞納繰越分

町民税

固定資産税

国民健康保険税

保育料

町営住宅使用料

税目／現年・滞納繰越別 H23徴収率 H22徴収率

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-21329



第
９
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
第
９
回
三
春
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、展
示
や
販
売
、旬
の
食
材
を
使
っ
た
出
店
が
並
び
、誰
も
が
「
来

て
・
見
て
・
参
加
し
て
」
楽
し
い
ま
つ
り
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
見
ど
こ
ろ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

日
時　
11
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※ 

３
日
は
午
前
９
時
30
分
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
周
辺

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

（
屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
）

　

学
校
の
合
奏
や
合
唱
、
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
、
よ

さ
こ
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

交
通
規
制

　

開
催
中
は
、
お
ま
つ
り
道
路
と
町
道
北
町

大
町
線
が
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

車
で
お
越
し
の
際
は
、
役
場
駐
車
場
、
三

春
小
学
校
校
庭
、旧
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
跡
地
、

運
動
公
園
駐
車
場
（
貝
山
地
内
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
運
動
公
園
駐
車
場
か
ら
会
場
ま

で
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

町
営
バ
ス
路
線
の
変
更

　

三
春
秋
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、
町
営
バ
ス

さ
く
ら
号
を
運
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
の
時
間
帯
は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

ら
」
前
の
お
ま
つ
り
道
路
が
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
の
で
、
清
水
発
着
が
三
春
病
院
発
着

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー

プ
（
☎
62-

２
１
４
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　三春秋まつり実行委員会事務局（産業課商工グループ）　☎62-3960

展
示
コ
ー
ナ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

　

町
内
の
企
業
・
団
体
の
製
品
・
商
品
・
作

品
の
展
示
・
販
売
や
姉
妹
都
市
な
ど
の
観
光
・

物
産
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
約
20
ブ
ー

ス
）

　

新
鮮
な
農
産
物
や
三
春
グ
ル
メ
ン
チ
、
三

春
焼
き
そ
ば
な
ど
の
食
べ
物
の
販
売
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。（
約
50

ブ
ー
ス
）

販
売
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
お
ま
つ
り
道
路
・
交
流
広
場
）

　

動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
ま
が
玉
づ
く

り
、
だ
る
ま
の
絵
付
け
、
水
引
細
工
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
親
子
で
匠
の
技
を
学
ぶ
木

工
教
室
が
体
験
で
き
ま
す
。

体
験
コ
ー
ナ
ー

（
児
童
館
、ま
ほ
ら
小
ホ
ー
ル
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

３
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
抽
選
す
れ

ば
、
素
敵
な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

参
加
者
大
募
集

◆ 

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会

　

恒
例
と
な
っ
た
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会

　

～
今
年
も
熱
い
戦
い
が
や
っ
て
く
る
～

▼ 

豪
華
景
品
多
数
あ
り

▼ 

参
加
費　
無
料（
事
前
予
約
要
・
先
着
20
名
）

▼ 

申
込
期
限　
10
月
26
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
商
工
会

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

３
５
２
３

◆ 

体
験
コ
ー
ナ
ー

日時

場所

イベント名

内容

参加料
申込期限

申込・問

親子木工教室 

建築大工業組合の
指導による巣箱な
どの木工細工づくり
無料

10月26日（金）

産業課 商工グループ
☎ 62-3960

◆ 体験コーナー

水引ストラップづくり

伝統工芸水引細工
を利用したオリジナ
ルストラップづくり
200円

当日申込

三春交流館「まほら」
☎ 62-3837

11月４日（日）
午前10時～午後３時

まが玉づくりと
豆だるまの絵付け
石を削ってアクセ
サリーづくりと小さ
なだるまの絵付け
各200円

当日申込

歴史民俗資料館
☎ 62-5263

11月３日（土）
午前10時～午後３時

三春交流館「まほら小ホール」 三春交流館「まほら小ホール」

出演内容

ウルトラヒーローショー

紅晴美 ミニコンサート

渡辺俊美（猪苗代湖ズ）ミニライブ

仮面ライダーフォーゼ
＆オーズショー

湯どうふ食べくらべ大会

松原のぶえミニコンサート

会場

屋外ステージ

屋外ステージ

屋外ステージ

屋外ステージ

屋外ステージ

まほらホール

期日

１１月３日
（土）

１１月４日
（日）

◆ 主な出演内容
出演時間（予定）

午前11時
午後2時

正午

午後１時

午前10時30分
午後2時

正午

午後2時30分

※ 都合により出演者、スケジュールが変更となる場合があります。

昨年の湯どうふ食べくらべ大会のようす
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行 

政 

相 

談 

週 

間

　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
月
は
行
政
書
士
無
料
相
談
も
定
例
相
談
と
合
同
で
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
委
員

● 

行
政
相
談
委
員
・
行
政
書
士
・
民

　
生
児
童
委
員
に
よ
る
無
料
合
同
相

　
談
会

▼ 

日
時　
10
月
16
日
（
火
）

　
　
　

 　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※ 

民
生
児
童
委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談

　

は
、
午
前
中
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼ 

場
所　
三
春
町
福
祉
会
館
（
南
町
）

▼ 

問　
福
島
県
行
政
書
士
会

　
　

 　

☎
０
２
４-

９
４
２-

２
０
０
１

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

鴫原 稔さん（尼ヶ谷）
☎ 62-3582

長谷川ミサ子さん（八島台）
☎ 62-6107

★ 

定
期
住
民
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

定
期
住
民
実
態
調
査
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ
き
５
年
に
一
度
行
わ

れ
る
調
査
で
す
。

　

三
春
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
の
住
民
票
の
内
容
（
① 

住
所
、
② 

氏
名
、
③ 

生
年
月
日
、
④ 

性
別
、
⑤ 

続
柄
）
に
誤
り
が
な
い
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
下
旬
に
各
世
帯
へ
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
後
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 
住
民
グ
ル
ー
プ 

☎
62
‐
８
１
２
６

▼ 

実
施
日　
10
月
６
日
（
土
）

▼ 

受
付
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
９
時

▼ 

実
施
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

実
施
検
査

　

特
定
健
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
県

民
健
康
管
理
調
査
健
診
、結
核
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診

※ 

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
10
月
11
日
（
木
）

に
も
実
施
し
ま
す
。

▽ 

受
付　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

受
け
ま
し
た
か
？ 

　
　
　
　

今
年
の
成
人
健
康
診
査

１
つ
目
は
集
団
健
診
追
加
日
程
で
す

　

す
で
に
４
月
に
ご
案
内
と
受
診
録
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

三
春
町
の
死
因
別
死
亡
者
数
の
約
６
割
は
悪
性
新
生
物
と
生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習
慣

病
な
ど
の
多
く
は
「
沈
黙
の
病
気
（
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）」
と
言
わ
れ
、
か
な
り
進

行
し
て
も
特
に
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
健
診
な
ど
で
検
査
を
受
け
な
い
と
、

早
期
に
異
常
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
年
１
回
の
健
診
が
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

ま
だ
、
健
診
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
、
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受

診
す
る
方
法
は
、
次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
つ
目
は
町
内
の
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
施
設
検
診
で
す

▼ 

実
施
日　
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼ 

実
施
場
所　
町
内
医
療
機
関
な
ど
（
直

　

接
申
込
み
）

▼ 

実
施
検
査

　

特
定
健
康
診
査
、
結
核
肺
が
ん
検
診
、
胃

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

　

い
ず
れ
の
場
合
も
保
険
証
、
受
診
券
・
受

診
録
ま
た
は
受
診
済
証
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

10 月は「がん検診受診 50％達成に
向けた集中キャンペーン月間」です。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
62-

５
１
１
０

11



12

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
伴
う

　

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

三
春
大
神
宮
祭
礼
が
、
10
月
６
日
（
土
）・

７
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

６
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
祭
典
が
開
催
さ

れ
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
中
町
の
太
鼓
が
奉

納
さ
れ
る
ほ
か
、
午
後
２
時
か
ら
は
剣
道
協

会
に
よ
る
少
年
剣
道
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

７
日
の
本
祭
の
還
御
に
は
、
荒
町
の
荒
獅

子
、
子
ど
も
神
輿
や
若
連
神
輿
、
山
車
な
ど

が
、
三
春
中
学
校
下
か
ら
三
春
大
神
宮
ま
で

を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
７
日
は
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

交
通
規
制
日
時　

　
10
月
７
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
～
10
時

▼ 

主
な
交
通
規
制
区
間　

▽ 

県
道
飯
野
三
春
石
川
線

　

成
田
接
骨
院
前
交
差
点
～
大
町
四
ツ
角

▽ 

国
道
２
８
８
号

　

大
町
三
ツ
角
～
八
幡
町
お
ど
り
場

▽ 

町
道
渋
池
線

▼ 

規
制
内
容　
車
両
通
行
止
め

▼ 

問　
三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会

　
　
　

 （
産
業
課
観
光
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　

 

☎
62
‐
３
９
６
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昨年の大神宮祭礼のようす

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
中
妻
地
区
の
紹
介

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 10月開催日
 １日・15日・22日・29日

 ２日・９日・16日・23日
 
 ３日・10日・17日・24日
 10日・17日・24日・31日
 ４日・11日・18日・25日

 ５日・12日・19日・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は
、
65
歳
以
上
の
比
較
的
元

気
な
方
を
対
象
と
し
て
、
各
地
区
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
専
門
の
講
師
に
よ
る
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、バ
ス
で
出
か
け
た
り
、ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
妻
地
区
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
妻
地
区
の
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は
、
毎
週
火
曜

日
に
中
妻
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
22
名

の
方
が
登
録
し
、
皆
さ
ん
に
こ
に
こ
と
元
気
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

随
時
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

大きな迷路を完成させた中妻地区参加者の皆さん

橋
本
百
合
子
さ
ん（
沼
沢
）

　
今
春
か
ら
友
達
と
一
緒

に
参
加
し
、
毎
週
楽
し
く

運
動
し
た
り
、
調
理
実
習

し
た
り
、
口
の
体
操
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

鈴
木
ハ
ル
ヨ
さ
ん（
斎
藤
）

　
毎
週
火
曜
日
、
仲
間
と

話
が
で
き
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
運
動
を
し
て
元
気

に
に
こ
に
こ
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

遠
藤
君
代
さ
ん
（
沼
沢
）

　
今
年
４
月
か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
元

気
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
運
動
が
で
き
て
体
の

調
子
も
良
く
、
喜
ん
で
参

加
し
て
い
ま
す
。

※ 10 月３日はお祭り準備のため八島台集会所は休みとなります。

水
稲
生
産
農
家
の

　
　
　
　
　

皆
さ
ん
へ

　

平
成
24
年
産
米
の
全
袋
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

▼ 

販
売・出
荷・直
売・加
工
用
米・飯
米・

　
縁
故
米
・
ふ
る
い
下
（
く
ず
米
）・
飼

　

料
用
米
な
ど
、
す
べ
て
の
食
用
の
米

　
を
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

今
年
生
産
し
た
米
（
玄
米
）
は
、
す

　
べ
て
30
㌔
グ
ラ
ム
用
米
袋
に
入
れ
て
、

　

た
む
ら
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会
か

　

ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド

　
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

販
売
・
出
荷
用
の
米
は
、
そ
の
ま
ま

Ｊ
Ａ
や
米
取
扱
業
者
の
集
荷
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ａ
や
業
者
な
ど
が
検
査

所
に
持
ち
込
ん
で
検
査
を
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他
の
米
（
直
売
・
自
家
加
工
用

　
米
・
飯
米
・
縁
故
米
・
ふ
る
い
下
（
く

　
ず
米
）・
飼
料
用
米
な
ど
）
は
、
各
自

　

が
検
査
所
に
持
ち
込
ん
で
検
査
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼ 

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

▼ 

９
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
御
木
沢

セ
ン
タ
ー
に
三
春
米
全
袋
検
査
所
が

オ
ー
プ
ン
し
、
24
日
か
ら
検
査
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

検
査
を
受
け
る
と
き
に
は
、
左
記
の
連

絡
先
に
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

バ
ー
コ
ー
ド
の
届
い
て
い
な
い
方
は
、

左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
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‐
２
１
１
２



　イネ科長大作物は、牛への給与が可能です。イネ科飼料作物は、青刈りでの給与が可能ですが、サイレージ・
乾草での給与は自粛してください。土手草も給与しないでください。
　９月 19 日現在の三春町における利用判断状況は、下表のとおりです。

平成 24 年産の牧草・飼料作物について

◆ 平成 24 年産牧草・飼料作物の三春町における利用判断状況
注１ 耕うんされた圃場で生産されたものに限る。
注２ 農家ごとに利用の可否を判断。
　　 必ず町に申し出て、刈り取り予定時期をお知らせください。
注３ 耕うんされた圃場で生産されたものに限る。
　　 サイレージ利用可能。
注４ 草地更新（反転・耕起：除染）した農家ごとに利用の可否を判断。
　　草地更新をした方は、必ず町に申し出て、刈り取り予定時期を
　　お知らせください。給与可能 注１

永年生牧草
（オーチャードグラス、リードカ
ナリーグラス、チモシーなど）

青刈り利用

青刈り利用、
サイレージ利
用・乾草利用

単年生飼料作物

サイレージ・
乾草利用

イネ科
長大作物
（飼料用トウモロコ
シ、ソルゴー、スー
ダングラスなど）

イネ科飼料作物
（麦類、ヒエ、イタリ
アンライグラスなど）

給与可能 注3 草地更新必要 注4検査必要 注2

▶ 問　産業課 農林グループ　☎ 62-2112　
　　　 県中農林事務所 田村農業普及所　☎ 62-3113

　詳しくは、下記までお問い合せください。

●	環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課　学校教育グループ☎62-6310
　学校以外の施設／住民課　放射能除染対策班☎62-1122

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）※ かっこ内は室内の数値

環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成24年
8月28日

平成24年
9月18日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.13
0.15
0.14
0.19
0.14
0.16
0.10
0.14
0.17
0.18
0.20
0.09
0.24
0.16
0.24
0.25
0.13
0.17

（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.19）
（0.12）
（0.10）
（0.11）

0.13
0.13
0.11
0.18
0.13
0.15
0.10
0.14
0.19
0.18
0.17
0.09
0.24
0.19
0.24
0.22
0.12
0.18

（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.09）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.11）
（0.12）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.19）
（0.12）
（0.11）
（0.11）

平成23年
５月23日

平成24年
8月20日

平成24年
9月18日

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.64
0.60 
0.69
0.63 
0.39
0.22 
0.33 
0.25 
0.28 
0.24 
0.25 
0.36 
0.21
0.42 
0.60 
0.60
0.43 

0.63
0.57 
0.70
0.56 
0.36
0.18 
0.34 
0.26
0.25 
0.22 
0.26 
0.32 
0.18
0.42 
0.58 
0.56
0.46 

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
○ 教育施設は、平成 23 年６月 22 日から８月 11 日にかけて、校庭の表土除去を行いました。
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　今年も、10 月 15 日から 11 月 15 日の１か月は、「学校に行ってみっか月間」となります。地域の皆様には、
実際に学校に出向いて、学校の様子をぜひご覧ください。町内小 ･ 中学校の主な校外行事は下記のとおりですので、
お気軽にどの学校へでもお出かけください。教職員に「学校を見に来ました」と声をかけて教育活動をご覧ください。

● 「学校に行ってみっか月間」開催　みんなで、学校に出かけましょう！

● 

異
学
年
で
楽
し
む
フ
レ
ン
ド
活
動
（
縦
割
り
班
活
動
）

◆ 

沢
石
小
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
校

生
77
名
が
、
学
年
の
枠
を
取
り
払
い
、
10
班
か
ら
な
る
縦
割

り
班
を
作
っ
て
い
ま
す
。
上
級
生
が
下
級
生
を
優
し
く
リ
ー

ド
し
、
と
て
も
家
族
的
な
温
か
い
雰
囲
気
で
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

今
回
は
、
様
々
な
活
動
の
中
か
ら
、「
フ
レ
ン
ド
チ
ャ
レ

ラ
ン
」
と
い
う
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
縦
割
り
班
毎
に
、
輪
投
げ
、
バ
ケ
ツ
玉
入
れ
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
積
み
、
豆

う
つ
し
の
５
種
目
を
行
い
、
そ
の
合
計
点
数
を
競
い
ま
す
。

◆ 

ど
の
班
も
ゲ
ー
ム
的
な
活
動
を
通
し
て
異
学
年
交
流
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
全
校
生
が
一

致
団
結
し
、「
フ
レ
ン
ド
活
動
」
を
楽
し
む
姿
は
、
沢
石
小

学
校
の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～ 

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育 

～

沢
石
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

輪投げに取組む子どもたち

学校名

三春小

岩江小
　

御木沢小
　中妻小

中郷小

沢石小
　

三春中

岩江中
　

桜中
　

沢石中
　

要田中

行事名
学校開放
音楽鑑賞教室

岩江っ子発表会

ふれあい発表会
マラソン大会
秋の発表会
さくらっ子まつり

カルチャーフェスタ

紅葉祭（文化祭）
学校公開

緑風祭（文化祭）

地域ボランティア活動

星桜祭（文化祭）

１日学校公開

星陵祭（文化祭）

芋煮会

創丘祭（文化祭）

授業公開

行事の内容
５日間、１日を通して学校すべての授業を公開します。
日本フィルハーモニー交響楽団による演奏会があります。
地域社会との共生や震災からの復興をテーマに、保護者や地域の
方々に、各学年の学習の成果を発表します。
絵や書写の作品展示や各学年のステージ発表を行います。
校地内や校地周辺を走る校内マラソン大会です。
午前中に各学年ごとの学習成果や全校生による群読などの発表会をします。
国語科や音楽科などの学習成果を、多くの方を招待して発表する学習発表会です。

保護者や地域の方をお招きし、日常の学習の成果をステージでの
活動や掲示などで発表します。

文化面での学習成果の発表会を開催いたします。(合唱コンクール、ステージ発表)

８日間、１日を通して学校すべての授業を公開します。

合唱・演劇発表、生徒・地域住民の作品展示をします。
ＰＴＡで昼食を販売したり、バザーを行います。

生徒がグループに分かれ、地域内の公共施設などで奉仕活動を実施します。

各学年の「総合学習」や教科などの学習成果を発表します。(合唱、ステージ発表など）

１日すべての学校生活を自由にご覧いただけます。

生徒会主催の文化祭です。PTA主催の模擬店やバザーもあります。

保護者や地域の方々と共同で芋煮会を実施します。

生徒作品の展示、合唱、演劇、総合的な学習の発表、バザーなどを行います。

期間中、１日を通して授業を公開します。ご自由にご覧ください。

予定日
10月27日（土）・30日（火）～11月２日（金）
10月26日（金）

11月10日（土）

10月27日（土）
11月７日（水）
10月27日（土）
11月11日（日）

11月10日（土）

10月20日（土）・21日（日）

11月１日（木）～12日（月）

10月20日（土）

11月９日（金）

10月20日（土）
11月５日（月）

10月20日（土）

11月9日（金）

10月20日（土）

10月15日（月）～11月15日（木）

平成 24 年度「学校に行ってみっか月間」行事予定
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ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎62-3131

　
三
春
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
医
学
生
の
教
育
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
三

春
病
院
で
は
、
福
島
医
大
の
医
学
生
実
習
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
年
も

医
学
部
５
年
生
が
実
習
に
来
て
い
ま
す
。
医
学
部
５
年
と
い
う
の
は
、
初

め
て
臨
床
現
場
に
出
る
時
期
で
す
。
そ
れ
ま
で
講
義
で
学
ん
で
き
た
知
識

を
、
実
際
の
患
者
さ
ん
の
診
療
と
い
う
実
践
を
通
し
て
深
め
、
医
師
に
な

る
準
備
を
し
て
い
く
と
き
で
す
。
私
が
初
め
て
実
習
で
患
者
さ
ん
を
担
当

し
た
と
き
、
ペ
ー
ペ
ー
の
自
分
が
患
者
さ
ん
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か

気
に
な
り
、話
を
聞
く
だ
け
で
も
と
て
も
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
三
春
病
院
の
実
習
で
は
、
主
に
外
来
診
療
と
訪
問
診
療
を
行
い
ま
す
。

特
に
外
来
診
療
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
身
体
診

察
を
し
、
そ
の
中
で
診
断
を
つ
け
、
治
療
を
決
め
て
い
く
、
と
い
う
高
度

な
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
医
学
教
育
で
は
、
あ

ま
り
き
ち
ん
と
教
育
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
三
春
病

院
で
は
、
医
学
生
に
問
診(=

患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と)

と
身
体
診

察
を
し
て
も
ら
い
、
診
断
・
治
療
は
指
導
医
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

診
・
身
体
診
察
は
と
て
も
大
切
で
、
こ
れ
だ
け
で
８
割
の
病
気
を
診
断
で

き
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
診
断
を
つ
け
る
た
め

の
技
術
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
と
良
い
関
係
を
作
り
、
上
手
に
話
を
聞
き

出
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

い
く
ら
教
え
ら
れ
て
も
自
分
で
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
訪
問
診
療
は
、
患
者
さ
ん
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
介
護
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。大
学
病
院
で
は
行
っ
て
い
な
い
訪
問
診
療
は
、

三
春
病
院
で
こ
そ
学
べ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
が
外
来
や
訪
問
診
療
で
医
学
生
と
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
将
来
の
医
師
を
育
て
て
い
る
と
思
っ
て
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院　
家
庭
医
療
科　
井
上
み
き
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り★ 家庭医療科の診療に

　ついては、病院窓口へ
　おたずねください。

「
現
場
で
学
ぶ
こ
と
」

月のコラムニスト今

10 月（神無月）　日本中の神様が、出雲の国（島根県）に集まり会議を開き、他の国には神
様がいなくなってしまうことから『神無月』と呼ばれ
るようになりました。しかし、反対に神様の集まる出
雲の国では「神在月（かみありづき）」と呼ばれてい
ます。

　未来の看護師を目指す高校生が１日看護職場体験を行
いました。三春町や郡山市などの近隣高校から合計 22
名の生徒さんが参加、「車いす介助」や「食事介助」な
どを体験し、看護師の業務に理解を深めました。
　近い将来、皆さん素敵な看護師になってくださいね。

高校生１日看護職場体験 (8 月 10 日 ) 三春盆おどり参加 ( ８月 15 日・16 日 )

  三春町立三春病院
家庭医療科

医師 井上みき先生

　９月１日の防災の日を前に、夜間を想定した避難訓練を行いました。職員数の少ない時間帯に火災が発生した
と想定、リーダー役として指示を出す看護師の他、初期消火を行う看護師、応援に駆け付ける職員など役割を分
担し、参加者全員が真剣に訓練に取り組みました。災害時に職員一人ひとりが行動を起こせるよう、今後も常日
頃の訓練を実施していきます。

　毎年恒例の三春盆踊りに参加しました。
　15 日は関連施設の職員も含め約 30 人が
盆踊りの輪に加わり、地域の皆さんと交流を
深めました。

　また、会場本部前には 15・
16 日 の ２ 日 間 に 渡 っ て 救 護
ブースを設置。健康チェックや
けが人の手当てを行いました。
　蒸し暑い夏の夜を楽しく過ご
すことができました。

夜間想定避難訓練（8 月 29 日）



◆ 

登
山
実
習

　

体
育
科
３
年
の

登
山
実
習
が
、
９

月
５
日
・
６
日
の

１
泊
２
日
の
日
程

で
実
施
さ
れ
、
一

人
の
脱
落
者
も
出

す
こ
と
な
く
、
無

事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

実
習
は
体
育
科

の
３
年
生
の
み
が

実
施
す
る
も
の
で
、

東
北
の
山
で
一
番

の
高
さ
の
尾
瀬
・
燧ひ

う
ち
が
た
け

ヶ
岳
に
ア
タ
ッ
ク
す

る
と
い
う
、
体
育
科
恒
例
の
過
酷
な
名
物

行
事
で
す
。

　

１
日
目
は
バ
ス
で
午
前
５
時
30
分
に
学

校
を
出
発
、
御
池
→
兎
田
代
→
三
条
ヶ
滝

→
三
叉
路
→
よ
っ
ぴ
橋
→
竜
宮
小
屋
を
経

由
し
て
、
尾
瀬
小
屋
に
入
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

檜
枝
岐
山
岳
協
会
の
２
人
の
専
門
の
ガ

イ
ド
が
付
く
も

の
の
、
日
頃
か

ら
十
分
に
鍛
え

て
い
る
体
育
科

の
生
徒
と
は
い

え
、
ど
の
生
徒

も
登
山
は
初
体

験
で
、
１
日
目

か
ら
弱
音
を
吐

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

　

９
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
の
４
日
間
、
Ｗ

Ｂ
Ｃ
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
）
に

よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
が
本
校
の
３
年
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
生
２
７
１

名
の
65
㌫
に
あ
た
る
約
１
８
０
名
の
生
徒
が

検
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
検
査
は
高
校
３
年
生
は
卒
業
後
、
進

学
や
就
職
な
ど
で
県
外
に
転
出
す
る
こ
と
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
検

査
実
施
が
求
め
ら
れ
、
す
で
に
検
査
を
受
け

た
生
徒
を
除
き
、
希
望
者
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

一旦休憩して水分補給

登山実習を行った体育科の生徒

「
町
の
附
属
機
関
を

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
」
⑯

　

今
月
は
、
三
春
町
生
涯
学
習
を
進
め
る
町

民
会
議
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
春
町
生
涯
学
習
を
進
め
る
町
民
会
議

は
、「
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の

推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
町
民
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
意
見
を

行
政
に
反
映
さ
せ
、町
の
生
涯
学
習
の
普
及
・

推
進
を
図
る
た
め
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
会
議
は
、各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

体
育
協
会
、
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
、
商
工

会
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な

ど
の
機
関
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

12
名
の
委
員
（
任
期
は
２
年
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
総
合
企
画
や
各
種
活
動
の
調

整
、
各
団
体
が
行
う
生
涯
学
習
活
動
と
の
連

携
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
、
町
民
の
学
習

要
求
の
把
握
お
よ
び
そ
の
具
現
化
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
」
自
発
的
、
創
造
的
に
学
習
活
動
が
で

き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▼ 

問　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ 
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〜 

三
春
町
生
涯
学
習
を

　
　
　
進
め
る
町
民
会
議 

〜

◆ 
来
年
度
の
生
徒
会
役
員
決
定

　

平
成
25
年
度

生
徒
会
役
員
の

立
会
演
説
会
が

９
月
13
日
に
行

わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
次

の
よ
う
に
来
年

度
の
新
役
員
が

決
定
し
ま
し

た
。

　

信
任
投
票
と

は
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
立
候
補
者
も
演
説

会
で
は
節
目
の
90
周
年
か
ら
１
０
０
周
年
に

向
け
て
生
徒
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
か
ら
愛

さ
れ
続
け
る
田
村
高
校
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し

た
。

▼ 

生
徒
会
会
長　
　

宮
村
光
（
２
年
）

▼ 

生
徒
会
副
会
長　
平
河
内
汐
美
（
２
年
）

▼ 

生
徒
会
副
会
長　
箭
内
萌
美
（
１
年
）

◆ 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
を
実
施

生徒会役員立会演説会

ホールボディーカウンター車

く
生
徒
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
午
前
６
時
30
分
に
尾
瀬
小
屋
を

出
発
、
見
晴
新
道
か
ら
燧ひ

う
ち
が
た
け

ヶ
岳
山
頂
を
目
指

し
ま
し
た
。
山
頂
で
は
あ
い
に
く
の
雨
に
見

舞
わ
れ
、
足
元
も
悪
く
、
山
道
は
滝
の
よ
う

に
な
る
ほ
ど
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
予
定
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

全
員
無
事
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
生
徒
も
東
北
一
の
山
を
制
覇
で
き
た

感
動
と
喜
び
を
味
わ
い
、
参
加
し
た
37
名
の

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

▼ 

生
徒
会
書
記　
佐
久
間
航
太
（
２
年
）

▼ 

生
徒
会
書
記　
渡
邉
香
奈
（
１
年
）

▼ 

生
徒
会
会
計　
根
本
采
生
子
（
２
年
）

▼ 

生
徒
会
会
計　
鹿
又
俊
介
（
１
年
）

16



三
春
町
で
初
の
開
催

軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

17

　

９
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、
三
春
町
営
野
球
場
で
「
第

１
回
さ
く
ら
湖
学
童
野
球
交
流
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
三
春
町
を
は
じ
め
、
郡
山
市
、
田
村
市
、
小

野
町
か
ら
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
鈴
木
義
孝
町
長
か
ら
、「
野
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
試
合
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将
の
橋
本

陸
君
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
参
加

チ
ー
ム
は
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
わ
か

れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
選
手
や
保
護
者
か
ら
は
、「
野
球
場
で
試
合

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」「
郡
山
市
、
田
村
市
、
田
村
郡
の

中
心
に
あ
る
三
春
町
で
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し

い
で
す
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
三
春
町
で
の
開
催
に

親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

★ 

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

　

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
体
力
向
上
、
ま
た
、
軟

式
野
球
を
楽
し
み
、
友
達
と
の
絆
を
深
め
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
入
団
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
会
の
活
動
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
道
具
当
番
や
お
茶
当
番
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
野
球
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

活
動
日
時　
土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
～
12
時

▼ 

活
動
場
所　
三
春
小
学
校
ま
た
は
旧
曙
ブ
レ
ー
キ
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼ 

申
込
・
問　
橋
本
厚あ
つ
し枝　

☎
０
９
０-

６
２
２
５-

９
７
１
７

　

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
実
行
委

員
会
・
福
島
民
報
社
主
催
に
よ
る
、
福
島
県
軟

式
野
球
大
会
の
開
会
式
が
９
月
８
日
に
県
営
あ

づ
ま
球
場
で
行
わ
れ
、
翌
９
日
か
ら
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
の
結
団
式
は
、
８
月
26
日
に

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

初
戦
は
10
月
13
日
（
土
）
の
第
３
試
合
（
午

前
11
時
30
分
開
始
予
定
）
で
、
会
津
美
里
町
と

対
戦
し
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
願
い
、
ぜ
ひ
応
援

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
６
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
が
開
催

三春町選手団結団式

熱戦のようす

三春軟式野球スポーツ少年団

　

８
月
26
日
、
福
島
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

た
第
38
回
福
島
県
消
防
操
法
大
会
に
お
い
て
、

中
郷
分
団
が
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
出
場

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
第
４
位
と
い
う
結
果
で

し
た
が
、
鈴
木
義
崇
指
揮
者
の
も
と
、
武
田
悟

１
番
員
、 

山
崎
寛
之
２
番
員
、
橋
本
善
紀
３
番

員
、
橋
本
和
也
４
番
員
、
影
山
清
明
補
助
員
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い

操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

中
郷
分
団
の
皆
さ
ん
、
長
期
間
に
わ
た
る
訓

練
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
中
郷
地

区
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
38
回
福
島
県
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　

中
郷
分
団
が
出
場

中郷分団によるポンプ車操法



町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

沢
石
（
ソ
フ
ト
）・
岩
江
（
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
優
勝

E
Ｍ
石
鹸
作
り
教
室　

　
　
　
　

苦
労
し
て
作
製

　

９
月
８
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

で
、
Ｅ
Ｍ
石
鹸
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
吉
川
久
三
さ
ん
を
講
師
に
む
か
え
、

廃
油
を
使
っ
た
エ
コ
石
鹸
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
24
名
の
町
民
の
方
々
が
参

加
し
、
６
人
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
石
鹸
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
な
か
な
か

石
鹸
が
固
ま
ら
ず
に
苦
労
し
て
い
た
班
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
、
皆
さ
ん
無

事
に
Ｅ
Ｍ
石
鹸
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
石
鹸
は
固
ま
る
ま
で
１
か
月
置
い
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
当
日
は
講
師
の

吉
川
さ
ん
が
作
っ
て
お
い
て
く
れ
た
石
鹸

を
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
作
っ
た

石
鹸
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し

た
。

ＥＭ石鹸作りを指導する吉川久三さんと参加者の皆さん

　

第
35
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、
９
月
２
日
に
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
荒
天
の
た
め
、

ソ
フ
ト
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
断
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、多
数
の
参
加
者
に
よ
り
、

最
後
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

▼
優　
勝　
沢
石

▼
準
優
勝　
八
幡
町

▼
第
３
位　
荒
町

★ 

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
の
部

▼
優　
勝　
岩
江

▼
準
優
勝　
新
町

▼
第
３
位　
沢
石

監督を胴上げするソフトボール優勝の沢石チーム

ソフトボール準優勝の八幡町チーム家庭バレーボール優勝の岩江チーム家庭バレーボール準優勝の新町チーム
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希
望
の
ひ
ま
わ
り 

燦さ
ん
さ
ん々

と
輝
く

　
　
　
　

沢
石
に
ひ
ま
わ
り
畑

　

７
月
１
日
に
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
運
営
委
員
会
（
栗
山
暾
夫

運
営
委
員
長
）
主
催
に
よ
る
「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
花

し
ょ
う
ぶ
祭
り
」
で
開
催
さ
れ
た
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
会
が
、
９
月
11
日
に
役
場
で
行
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
運
営
委
員
を
は
じ
め
、
鈴
木
義
孝
三
春
町
長
、

本
多
一
安
三
春
町
議
会
議
長

ら
８
名
で
行
わ
れ
、
応
募
の

あ
っ
た
52
作
品
の
中
か
ら
、

親
子
家
族
写
真
部
門
、
モ
デ

ル
写
真
部
門
な
ど
に
わ
け
て
入
選
作
品
13
作
品
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　

親
子
家
族
写
真
部
門
と
モ
デ
ル
写
真
部
門
の
最
も
優
れ

た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
春
町
長
賞
、
三
春
町
議
会
議

長
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

モデル写真部門 三春町議会議長賞作品

　

８
月
21
日
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
に
て
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
と
、
金
山
忍
さ
ん
に
よ
る
青
年
海
外
協
力

隊
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
三
春
と
ハ
ワ
イ
の
物
語
」
と
題
し
て
三

春
町
と
ハ
ワ
イ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
橋
本
さ
ん
に
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
報
告

会
で
は
、
平
成
21
年
度
の

第
４
次
隊
員
と
し
て
タ
イ

の
ブ
ラ
パ
ー
大
学
芸
術
学
部
陶
芸
学
科
に
お
い
て
、
日
本

の
陶
芸
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
な
が
ら
陶
芸
の
技
術
指
導
さ

れ
て
き
た
金
山
さ
ん
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「Touch the clay Touch the heart~

陶
芸
を
通
し
て

繋
が
る
世
界
～
」
と
題
し
て
、
タ
イ
に
行
っ
て
み
て
驚
い

た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
様
々
な
体
験
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊

講
演
会
・
報
告
会
開
催

三春町とハワイとのつながりを話す橋本捨五郎さん

タイでの体験を報告する金山忍さん

草
木
染
め
教
室

  

藍
色
に
染
ま
る
作
品
に
感
動

　

８
月
18
日
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

草
木
染
め
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
藍
を
使
っ
て
ス
ト
ー
ル
、
ア
ー
ム
カ
バ
ー

を
藍
色
に
草
木
染
め
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
好
き
な
模
様
を
輪
ゴ
ム
で
つ
け
て
、
自
分
だ
け

の
模
様
に
染
め
上
げ
ま
し

た
。
緑
色
の
葉
で
染
め
て

布
が
藍
色
に
染
ま
る
の
を

見
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
と
て
も
綺
麗
に
作
品
を
染
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

熱心に草木染めに取組む参加者

藍色に染まるストールなど

親子家族写真部門 三春町長賞作品
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実
沢
字
鍛
冶
内
地
内
で
ひ
ま
わ
り
が
満
開
と
な
り
、
８
月
26

日
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ひ
ま
わ
り
畑
実
行
委
員
会
（
佐
久
間
健
男
委
員

長
）
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
願
い

を
込
め
、
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
遊
休
農
地
な
ど
を
整
備
し
た

も
の
で
、「
ひ
ま
わ
り
畑
・
希
望
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
下
旬
に
、
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
種

を
蒔
き
、
８
月
下
旬
に
は
、
一
面
を
希
望
の
象
徴
と
い
わ
れ

て
い
る
黄
色
に
染
め
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
近
く
で

観
賞
で
き
る
よ
う
に
と
「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」
も
整
備
さ
れ
、

訪
れ
る
方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

黄色く染め上げた希望のひまわり

セレモニーに参加してひまわりを観賞した皆さん



▼	図書館（☎ 62-3375）
　10月 1・8〜 10・15・22・29日
▼	体育施設（☎62-6212）
　10月 1・9・15・22・29日
▼	ステーション（☎61-1546）
　休まず営業しています
▼	歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　10月 1〜 5・9・15・22・29日	
▼	三春交流館（☎62-3837）
　10月 1・15・22・29日
▼	中央児童館（☎62-8666）
　日曜日、祝日
▼	子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　10月 3・11・12・17・22・30日
　土・日曜日、祝日
▼	役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼	役場１階窓口
	　【毎週水曜日】
	　10月 3・10・17・24・31日
　	午後７時まで
	　【毎週日曜日】
	　10月 7・14・21・28日
　	午前８時 30分〜 12時
※	取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼	清掃センター
	　【土・日の持込みゴミの日】
	　10月20日（土）・21日（日）
　	午前 9時〜午後 4時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

小松亮太 with ラスト・タンゴ・センセーションズ
〜珠玉のタンゴ　情熱のライブ〜

　タンゴには欠かせない楽器バンドネオ
ン。アコーディオンに似ており、両側に
付いているたくさんのボタンを押しなが
ら演奏する楽器です。
　小松亮太さんは、1998 年衝撃的なデ
ビュー以来、若者の心も惹きつけたタン
ゴブームの火付け役！タンゴの名曲をお
届けし、4 人の仲間とともに熱いステージ
を繰り広げます。
　テレビ番組「The 世界遺産」のテーマ曲
や、公開中のアニメ映画「グスコーブドリ
の伝記」の音楽も担当しています。
◆ 日時　10 月 27 日（土）午後６時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 3,500 円 ／高校生以下 2,000 円
 　　　　　好評発売中につき、お早目にお求めください！

バンドネオン奏者小松亮太さん

Autumn Jazz Concert in MAHORA 
スペシャルゲスト日野皓正

　ベース・ドラム・ピアノとともに世界的トランペッ
ト奏者日野皓正さんが登場します。スタンダードナン
バーなど、皆様にもなじみのある曲も演奏します。404
席の「まほらホール」ならではの、贅沢な時間をお楽
しみください。

トランペット奏者日野皓正さん

◆ 日時　11 月 12 日（月）午後７時開演
◆ 入場料　全席指定　一　　　般 4,500 円 
　　　　　 　　　　　高校生以下 3,000 円
　　　　　 好評発売中につき、お早目にお求めください！

「まほら」ニューイヤーコンサート 2013 
NHK 交響楽団メンバーによる室内オーケストラ

（コンサートマスター：永峰高志）

　今回のニューイヤーコンサートは、久々の室内オーケストラです。
　N 響第 2 ヴァイオリン首席奏者の永峰高志氏を中心に、N 響の精鋭たちが
そろう、ニューイヤーコンサートです。滅多に聴くことのできないグリーク
やチャイコフスキー「弦楽のためのレナード」もプログラミングされています。
◆ 日時　平成 25 年 1 月 14 日（月）午後３時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 5,000 円 ／高校生以下 3,000 円
◆ 発売開始　10 月 18 日（木）午前 10 時
◆ 電話予約　10 月 19 日（金）午前 10 時

Ｎ響メンバーによるオーケストラ
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主な施設の休館日

延長業務



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 10 月のイベント情報 ◆◆◆

7日（日）

第22回日本クラシック音楽コンクール福島本選

三春磐州市「まんぷく市」

第63回福島県中高等学校演劇連盟秋季コンクール
10月
10日（水）
11日（木）
12日（金）

さくら湖自然環境フォーラム2012
10月

 5日（金）

10月

　6日（土）

食品と放射能に関する学習会

13日（土）
14日（日）

10月

花の輪ホームコンサート
10月

20日（土）
10月

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

▶ 日　時　10 月 12 日（金）、20 日（土）、26 日（金）
　　　　 　午後 7 時～ 9 時
　　　　 　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん

19（金）

20（土）

21（日）

23（火）

24（水）

25（木）
26（金）
27（土）
28（日）

行事の内容

＜合同展示＞
19日（金）～21日（日）
パッチワークすずらんの会作品発表【ホワイエ】
平成24年度納税書道展【ホワイエ】
でんでんむし展示即売会【ホワイエ】
川柳へちま会人間探求の一行詩【ホワイエ】　　
編物サークル毛糸で遊ぶ仲間たち【ホワイエ】
絵手紙サークル作品展【ホワイエ】
ロマンドール紙粘土教室作品展【ホワイエ】
アトリエＨＩＴＯＭＩ作品展　【ホワイエ】　
＜個別発表会・展示＞　
20日（土）
芸能祭【まほらホール】
白清会　季の花、花心【小ホール】
21日（日）
第31回グルッペ・ムジケ音楽の調べin2012【まほらホール】
白清会　季の花、花心【小ホール】
第42回高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
第22回芸能発表会【まほらホール】
第42回高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
第42回高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
「かえるさんの家」も文化祭（第８回）【小ホール】
「かえるさんの家」も文化祭（第８回）【小ホール】
第34回合同民謡祭【まほらホール】

　

28（日）

29（月）

30（火）

31（水）

2（金）

3（土）

4（日）
6（火）

7（水）

9（金）

10（土）

11（日）

行事の内容
花木生産振興会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
「かえるさんの家」も文化祭（第８回）【小ホール】
花木生産振興会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
花木生産振興会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
婦人会バザー【小ホール】
花木生産振興会秋季盆栽展示会【ホワイエ】
神道流吟詠会三春支部　和歌、吟詠発表会【小ホール】
町民図書館布絵本講習会【和室】
各種功労者表彰式【まほらホール】
三春秋まつり2012【三春交流館「まほら」周辺】
茶道宗徧流松春会お茶会【文化伝承館】
三春秋まつり2012【三春交流館「まほら」周辺】
婦人会作品展【ホワイエ】
婦人会作品展【ホワイエ】
三春俳句会俳句大会【学習室Ｃ・Ｄ】
第34回三春美術展【ホワイエ】　　
第24回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
第3７回田村高等学校合唱部定期演奏会【まほらホール】
第34回三春美術展【ホワイエ】
第24回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
第６回吉田歌謡連合会発表会【まほらホール】
第34回三春美術展【ホワイエ】
第24回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
町民囲碁大会【文化伝承館】
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10

月 日日 月

10

★☆　開幕式　午前9時から【ホワイエ】　☆★

三春町文化祭のお知らせ平成 24 年度
◆ 文化祭期間　10 月 19 日（金）から 11 月 11 日（日）まで

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-383721

趣
味
・
教
養

　夏から秋にかけての天体を中心に観察します。午後８時以降から木星の観察もできます。



〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
10
月
24
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
10
月
14
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
10
月
４
・
11
・
18
・
25
日（
木
）

　

 　
　
　

午
後
３
時
30
分
～
４
時

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
児
童
館

　

で
す
。

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
10
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
参
加

　

し
よ
う

▼ 

日
時　
10
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
～
４
時

▼ 

持
ち
物　
帽
子
、
水
筒
、
お
こ

　

づ
か
い

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

今
月
の
行
事
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
10
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

参
加
費
、
申
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
10
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　

身
長
体
重
測
定
や
手

形
を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生

カ
ー
ド
を
作
り
、
大
き
な
ケ
ー

キ
を
囲
ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。

　

10
月
生
ま
れ
の
お
友
達
集
ま
っ

て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
10
月
22
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

●　

●　

●

★ 

平
成
24
年
度
後
期
「
遊
び
の

広
場
」
参
加
者
募
集

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
親
子
で
楽

し
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
友

達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

▼ 

期
日　

　

10
月
22
日（
月
）、11
月
19
日（
月
）、

　

12
月
10
日
（
月
）、

　

平
成
25
年
１
月
21
日
（
月
）、

　
２
月
18
日（
月
）、３
月
25
日（
月
）

▼ 

時
間　
９
時
30
分
～
11
時

※ 

講
師
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
日

　

程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

▼ 
対
象　
町
内
在
住
の
満
１
歳
以

　

上
の
お
子
さ
ん
（
９
月
１
日
現

　

在
）
と
そ
の
保
護
者
で
全
回
参

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
親
子
遊

　

び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元
気

　

が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を

　

開
き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

　

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

「
不
安
だ
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

　
「
落
ち
着
か
な
い
」
な
ど
お
子

　

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ
た
こ

　

と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で
き

　

ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 
お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 
日
時　
10
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　

 
午
前
10
時
45
分
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

　

と
一
緒
に
手
遊
び
や
お
話
を
楽

　

し
む
時
間
で
す
。
０
か
ら
２
歳

　

児
が
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ

　

ひ
お
話
を
聞
き
に
き
て
ね
！

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

申
込
期
限　
10
月
３
日
（
水
）

●　

●　

●

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▼ 

メ
ニ
ュ
ー　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

●　

●　

●

★ 

秋
の
ミ
ニ
運
動
会

　

（
三
春
小
学
校
振
替
休
業
日
）

▼ 

日
時　
10
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分

▼ 
持
ち
物　
お
弁
当
、
水
筒
、
帽
子

▼ 

申
込
期
限　
10
月
19
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 
☎
62-

８
６
６
６

　

加
で
き
る
方

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
簡
単

　

な
製
作
遊
び
、
運
動
遊
び
な
ど

▼ 

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
期
間　

　

10
月
９
日
（
火
）
～
19
日
（
金
）

▼ 

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

〈
第
２
保
育
所
の
土
曜
日
を

一
般
開
放
し
ま
す
〉

　

親
子
で
体
を
動
か
し
た
り
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
第
２
保
育
所
の

一
部
を
一
般
開
放
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
放
日

　

10
月
13
日
・
20
日
（
土
）

　

11
月
10
日
・
17
日
（
土
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼ 

用
意
す
る
も
の

　

 

飲
み
物
・
上
履
き

※ 

２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
場
合

　

は
、
上
履
き
は
用
意
し
て
い
た

　

だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

▼ 

問　
第
２
保
育
所

　
　
　

 

☎
62-

２
７
４
８

　
　
　

 

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
１
９

22



新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

花
宴
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／
架
空
列

車
（
岡
本
学
）
／
鬼
談
百
景
（
小
野

不
由
美
）
／
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
肖
像
（
海

堂
尊
）／
冥
土
め
ぐ
り（
鹿
島
田
真
希
）

／
月
と
雷
（
角
田
光
代
）
／
女
警
察

署
長
（
香
納
諒
一
）
／
ぼ
く
ら
は
都

市
を
愛
し
て
い
た
（
神
林
長
平
）
／

慶
長
・
元
和
大
津
波 

奥
州
相
馬
戦
記

（
近
衛
龍
春
）
／
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
妹

（
高
野
史
緒
）
／
鈴
の
神
さ
ま
（
知
野

み
さ
き
）
／
静
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
ま

か
せ
（
中
山
七
里
）
／
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ

チ
（
蓮
見
恭
子
）
／
夏
の
バ
ス
プ
ー
ル

（
畑
野
智
美
）
／
君
の
夜
を
抱
き
し
め

る
（
花
形
み
つ
る
）
／
遠
乃
物
語
（
藤

崎
慎
吾
）
／
塀
の
中
の
運
動
会
（
美

達
大
和
）
／
浄
瑠
璃
を
読
も
う
（
橋

本
治
）
／
命
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
長

谷
川
泰
三
）
／
泉
鏡
花
お
ば
け
ず
き

（
東
雅
夫
編
）

今月の お すす め 本
今
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
常
識
／

錯
視
図
鑑
／
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行
／

※ 新着コーナーには、10 月４日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

大
丈
夫
！
キ
ミ
な
ら
で
き
る
！
／
冒

険
ガ
イ
ド 

世
界
の
海
賊
た
ち
／
戦

火
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
だ
こ
と
／

ク
マ
を
追
え
！
ブ
レ
ッ
ト
／
バ
ク
夢

姫
の
ご
学
友
／
ぼ
く
ら
の
秘
密
結
社

／
し
ま
う
ま
の
た
ん
じ
ょ
う
び
／
わ

た
し
は
み
ん
な
に
好
か
れ
て
る
／

ア
ー
ヤ
と
魔
女
／
ヒ
ス
ト
リ
ー
キ
ー

パ
ー
ズ
／
つ
や
っ
つ
や
な
す
／
小
さ

い 

り
ょ
う
し
さ
ん
／
ね
っ
こ
ば
あ
の

お
く
り
も
の
／
お
ば
け
の
お
う
ち 

い

り
ま
せ
ん
か
？
／
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ

の
伝
記
／
ゆ
う
れ
い
と 

ど
ろ
ぼ
う
／

ク
ー
の
お
る
す
ば
ん

　世界中の本屋の名店を集めた
写真集です。教会や劇場の中にあ
るきらびやかな本屋から、食品店
と一緒に経営している本屋まで、
様々な本屋さんが紹介されてい
ます。写真がとにかくきれいです
が、それぞれの本屋さんで働く人
たちの声やおすすめ本も紹介す
るなど、読み応えがある本です。

２
０
１
２
隣
り
近
所
の
法
律
知
識
／
妻

が
再
就
職
す
る
と
き
／
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
語
る
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
／
生
き

残
る
た
め
の
や
り
か
た
大
百
科
／
３
・

11
を
読
む
／
東
北
お
や
つ
紀
行
／
江
戸

の
天
才
数
学
者
／
好
き
に
な
る
生
物
学

／
自
分
で
作
る
水
力
発
電
／
開
運
の
中

国
結
び
／
海
上
自
衛
隊
の
め
ち
ゃ
う

ま
カ
レ
ー
レ
シ
ピ
／
四
季
の
恵
み
弁
当

／
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
言
い
換
え
事
典
／

日
本
の
元
気
印
・
新
島
八
重
／
あ
そ
べ 

や
ま
ん
ば
／
お
い
で
、
一
緒
に
行
こ
う

／
祈
り
の
作
法

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル１枚

母子手帳・問診票・
保険証・バスタオル・
歯ブラシ

９〜
10か月児

３〜
４か月児

10月16日（火）
13時集合
保健センター
10月24日（水）
9時集合
町立三春病院

平成24年
6月11日～
7月10日生まれ
平成23年12月21日～
平成24年1月20日
生まれ

母子手帳・問診票
保険証・バスタオル・
歯ブラシ

10月18日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成23年
1月27日～
2月28日生まれ

１歳
６か月児

３〜
４か月児

９〜
10か月児

１歳
６か月児

母子手帳・問診票
歯ブラシ・タオル・
コップ・尿

10月17日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成21年
6月18日～
7月17日生まれ

3歳児3歳児

持ってくるもの

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
18
日
（
木
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

 

田
村
高
校

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
10
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
10
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
10
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
～

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

　

秋
の
読
書
週
間
と
町
文
化
祭
に
ち
な
み
、
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★ 

布
絵
本
講
習
会
「
壁
か
け
ツ
リ
ー
」

　

壁
に
掛
け
て
飾
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
、フ
ェ
ル
ト
で
作
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
２
日
（
金
） 

午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
２
階
和
室

▼ 

申
込
期
限　
10
月
23
日
（
火
）

▼ 

材
料
費　
５
０
０
円
（
布
・
糸
代
）

▼ 

持
参
品　
裁
縫
用
具

▼ 

講
師　
町
民
図
書
館
布
絵
本
グ
ル
ー
プ

▼ 

定
員　
20
名

★ 

古
本
リ
ユ
ー
ス
市　

11
月
１
日
（
木
）
〜
６
日
（
火
）

　

町
民
の
皆
様
か
ら
、
不
要
に
な
っ
た
本
を
集
め
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
間
中
に
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

他
の
方
に
譲
っ
て
も
良
い
本
を
お
持
ち
の
方
は
、
10
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
町
民
図
書
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★ 

特
別
展
示　

11
月
１
日
（
木
）
〜
６
日
（
火
）

　
「
図
書
館
の
お
宝
発
見
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

ま
で
の
本
の
復
刻
本
や
、古
い
行
政
資
料
、大
型
絵
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

★ 

特
別
お
は
な
し
会　

11
月
４
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
、
お
は
な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報
み
は
る
11
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館
☎
62-

３
３
７
５
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子
ど
も
・
親
子

健　

康

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

『世界の夢の本屋さん』『世界の夢
の本屋さん２』エクスナレッジ



い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問 

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

 

郡
山
年
金
事
務
所

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

を
希
望
す
る
方
は
、
保
健
セ
ン

　

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
事
業 

〜
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
で
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
〜 

〉

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に

日
本
赤
十
字
と
福
島
県
に
お
い
て

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
10
月
か
ら
町

が
、
70
歳
以
上
の
方
に
助
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
慢
性

疾
患
が
あ
り
感
染
症
な
ど
に
注
意

が
必
要
な
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

肺
炎
球
菌
と
は

　

死
亡
原
因
の
第
４
位
に
あ
る
肺

炎
の
う
ち
、
最
も
多
い
原
因
が
肺

炎
球
菌
で
す
。
75
歳
以
上
で
は
急

激
に
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

▼ 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
が
原
因
の
肺
炎
の
う

ち
、
約
80
㌫
に
予
防
効
果
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
予
防
接
種

法
に
基
づ
か
な
い
、
任
意
の
予
防

接
種
で
す
。
医
師
の
説
明
を
受
け
、

十
分
に
納
得
し
た
上
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
通
常
５
年
程
度

有
効
（
免
疫
が
持
続
す
る
）
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
接
種
の
場

合
は
、
医
師
に
よ
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
再
接
種
は
、
前
回
の
接
種

か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場

合
に
、
本
助
成
事
業
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼ 

対
象
者　
70
歳
以
上
の
方

▼ 

費
用　
１
、０
０
０
円
＋
基
準
額

　

を
超
え
る
額

　
（
町
助
成
額
は
７
、０
０
０
円
上
限
）

※ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

「
任
意
接
種
」
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
接
種
す
る
医
療

機
関
に
よ
り
接
種
料
金
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
10
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日（
日
）

▼ 

実
施
医
療
機
関　
田
村
郡
内
契

　

約
医
療
機
関 

※ 

予
約
の
際
に
実
施
医
療
機
関
で

あ
る
か
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 
実
施
方
法　
医
療
機
関
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
要

予
約
）

※ 

予
約
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
確
保

　

し
ま
す
の
で
、
必
ず
予
約
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62
‐
３
１
６
６
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〈
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
期
限
の
延
長
）

が
始
ま
り
ま
す
〉

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
10

月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て

は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
（http://

w
w

w
.nenkin.go.jp

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
電
話
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
後
納
制
度
は
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、
後

納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

〈
こ
お
り
や
ま
障
害
者

　
　
　
　

就
職
面
接
会
開
催
〉

　

障
が
い
者
雇
用
率
未
達
成
の
企

業
や
障
が
い
者
を
積
極
的
に
雇
用

し
よ
う
と
す
る
企
業
と
、
就
職
を

希
望
す
る
障
が
い
者
が
一
堂
に
会

し
て
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
導

の
も
と
求
人
者
・
求
職
者
が
お
互

い
に
理
解
を
深
め
つ
つ
面
接
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
就

職
促
進
、
就
職
機
会
の
拡
大
を
図

る
こ
と
、
お
よ
び
事
業
主
へ
の
啓

発
を
目
的
と
し
て
「
こ
お
り
や
ま

障
害
者
就
職
面
接
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
14
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

　

し
ま 

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ

▼ 

問 

郡
山
公
共
職
業
安
定
所

 

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

▼ 

問 

保
健
セ
ン
タ
ー 

福
祉
グ
ル
ー
プ

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
〉

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

感
染
を
予
防
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

感
染
し
た
と
き
の
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類　

　

平
成
24
年
か
ら
平
成
25
年
シ
ー
ズ

ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
株
（
ブ

タ
由
来
Ａ
型H

1N
1pdm

)

と
季
節

性
株
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
）
の
両
方
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

接
種
費
用
助
成
の
対
象
者　

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
60
歳
以

　

上
で
障
害
な
ど
に
よ
り
医
師
が

　

必
要
と
認
め
た
方
を
含
む
）

▽ 

満
１
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で

▼ 

接
種
期
間　
10
月
１
日（
月
）～

平
成
25
年
３
月
31
日（
日
）

▼ 

接
種
回
数
お
よ
び
接
種
量　

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

　

１
回
（
０
・
５
㎖
）

▽ 

満
１
歳
～
13
歳
未
満

　

２
回
（
１
歳
～
３
歳
未
満
０
・

　

25
㎖
、
３
歳
以
上
０
・
５
㎖
）

▽ 

13
歳
以
上
中
学
３
年
生

　

１
回
（
０
・
５
㎖
）

▼ 

接
種
料
金
と
町
の
助
成

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円

・
町
助
成
額　

２
、６
０
０
円

▽ 

満
１
歳
～
中
学
３
年
生

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円
＋

　

基
準
額
を
超
え
る
額

・
町
助
成
額　

　

１
回
目　

２
、６
０
０
円
上
限

　

２
回
目　

１
、５
０
０
円
上
限

※ 
高
齢
者
以
外
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、「
任
意
接
種
」

と
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
た

め
、
接
種
す
る
医
療
機
関
に
よ

り
接
種
料
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

実
施
医
療
機
関

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

　

県
内
契
約
医
療
機
関

▽ 

満
１
歳
～
中
学
３
年
生

　

田
村
郡
内
・
田
村
市
契
約
医
療
機
関

※ 

契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種



〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

を
交
換
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、

次
の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お

宅
を
訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
交
換
す
る
の
は
、
メ
ー

タ
ー
の
フ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

数
字
の
左
側
が
「
17
」
の
も
の
で

す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
・（
有
）
柳
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
平
成
25
年
三
春
町
成
人
式
〉

▼ 

日
時　
平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）

　

 　
　
　

※ 
成
人
の
日
の
前
日

▽ 

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

▽ 

式
典　
午
後
１
時
30
分
～

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら

　

ホ
ー
ル
」

▼ 

該
当
者　
平
成
４
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

　

者
ま
た
は
出
身
者

※ 

町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
24
年

　

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
、
11
月
初
旬
に
案
内
状

　

を
送
付
し
ま
す
。
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
な
い
方
で
、
三
春
町
の

　

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方

　

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

 ８月９日〜９月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
（
株
）
菊
川
屋

▽ 

物
品

　

雷
淑
子
（
平
沢
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

日
赤
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の
会

　

／
花
し
づ
く
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ

　

Ｃ
／
中
央
児
童
館
／
人
形
劇
団

　

ほ
っ
ぴ
い
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）

　

／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／
石

　

塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
橋
本
光

　

子
（
御
免
町
）
／
雨
宮
尚
子
（
大

　

町
）
／
渡
辺
え
み
子
（
富
岡
仮

　

設
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

　

／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）
／

　

斎
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／
大
橋

　

美
鈴
（
鹿
児
島
）
／
佐
久
間
善

　

子
（
大
町
）
／
小
山
吉
子
（
担
橋
）

　

／
河
辺
サ
タ
子
（
弓
町
）
／
柳

　

田
い
つ（
根
本
）／
佐
藤
喜
子（
平

　

沢
）
／
佐
藤
信
子
（
要
田
）
／

　

横
山
正
司
（
熊
耳
）
／
大
越
瑛

　

子
（
弓
町
）
／
吉
田
瞳
（
荒
町
）

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今年の成人式のようす

● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス 

○ 

第
97
回
大
運
動
会

　

さ
ぁ
～
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
夢
中
だ
っ
た
皆
さ

ん
・
・
・
・
み
ん
な
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
気
分
で
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
開
始
予
定

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
園
庭　

※ 

雨
天
時
は
、
幼
稚
園
ホ
ー
ル

※ 

小
・
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
歓
迎

※ 

宝
拾
い
（
未
就
園
児
童
）、
小
学
生
ゲ
ー
ム
、
祖
父
母
ゲ
ー
ム
な
ど
も

あ
り
ま
す
。（
詳
し
い
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
仮
装
を
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

魔
女
・

魔
法
使
い
・
ド
ラ
キ
ュ
ラ
・
ゴ
ー
ス
ト
な
ど
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ら
で
は
の
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏ
ｒ 

Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
（
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
）」
魔
法
の
言
葉
を

唱
え
る
と
・
・
・
お
菓
子
が
も
ら
え
ま
す
。  

▼ 

日
時　
10
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル

▼ 

対
象　
就
学
前
の
親
子

▼ 
問　
三
春
幼
稚
園　

☎
62-

２
５
４
８

25

健　

康

年　

金

福　

祉

暮
ら
し

● 
第
42
回
高
齢
者
作
品
展
示
会
作
品
募
集

　

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
10
月
23
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
木
）

ま
で
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
作
品
展
示
会
に
出
品
す
る
作
品
な
ど
（
手
芸
品
・
木
工
品
・
わ

ら
工
品
・
園
芸
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼ 

出
品
対
象
者
　
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
（
社
）
三
春
町
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
方

▼ 

出
品
期
限　
10
月
15
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

 

担
当　

神
山　

 

☎
62-
８
５
８
６



広　
告　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
三
春
町
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
管
理
条
例
に
よ
る
家
賃
月

額
に
な
り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃

の
３
か
月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別

に
、
駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、

組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

　

で
あ
る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
10
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

～
10
月
４
日
（
木
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　

住
戸
に
つ
い
て
は
、
次
回
公
募

　

ま
で
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け

　

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入

居
資
格
を
審
査
し
、
募
集
戸
数
に

達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
24
年
11
月

● 

福
島
県
共
同
募
金
会
か
ら

　
　
　
　「
住
民
支
え
合
い
活
動
助
成
」
の
ご
案
内

　

福
島
県
に
お
い
て
、
住
民
助
け
合
い
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼ 

助
成
対
象
団
体　
福
島
県
に
お
い
て
、
住
民
助
け
合
い
活
動
を
行
う

県
内
在
住
者
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※ 

暴
力
団
員
な
ど
が
構
成
員
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
。

※ 

企
業
・
政
治
目
的
を
持
つ
団
体
、
宗
教
の
勧
誘
を
行
う
団
体
か
ら
独

立
し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

助
成
対
象
活
動　
平
成
24
年
度
に
被
災
者
の
方
々
に
対
し
実
施
す
る

助
け
合
い
活
動

▼ 

助
成
金
額　
１
団
体
に
つ
き
、
１
回
10
万
円
の
応
募
を
上
限
と
し
、

同
じ
団
体
か
ら
は
２
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
福
島
県
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
8.ocn.ne.jp/~akaihane/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
62-

８
５
８
６

● 

三
春
町
商
工
会
女
性
部
か
ら

　
　
　
　
　
　
　「
古
着
回
収
事
業
」
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
古
着
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
一
環
と
し
て

「
三
春
秋
ま
つ
り
」
会
場
の
商
工
会
女
性
部
ブ
ー
ス
に
て
古
着
の
回
収
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
古
着
を
社
会
の
た

め
に
再
び
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

開
催
日
時
お
よ
び
注
意
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

回
収
日
時　
11
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

回
収
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
交
流
広
場

　
　
　
　
　
　
　
「
三
春
町
商
工
会
女
性
部
ブ
ー
ス
」

▼ 

注
意
点

① 

古
着
は
洗
濯
済
み
の
状
態
で
お
願
い
し
ま
す
。

② 

次
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
も
の
の
混
入
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

布
団
、
枕
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
靴
、
パ
ン
ツ
類
、
ナ
イ
ロ

ン
ビ
ニ
ー
ル
素
材
の
も
の
、
汚
れ
や
破
れ
が
ひ
ど
い
中
綿
の
入
っ
た
キ
ル

テ
ィ
ン
グ
素
材
の
も
の
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
シ
ー
ツ
や
毛
布
な
ど

▼ 

問　
三
春
町
商
工
会　

☎
62-

３
５
２
３

26

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
９戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

２階×5戸
１階×4戸

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

＜特定公共賃貸住宅＞
▼ 募集する団地

広 告 欄



広報紙に写真を掲載してみませんか

◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　秋の農繁期を迎え、農作業のため家を留守
にする機会が多くなりますので、留守宅から
の出火防止を図るため、次のことに注意しま
しょう。
◆ 外出前には、コンロなど火の元を確認する。
◆ 電気コードは、重いものを載せたり、束ね

たまま使用せず、使用していない電気コー
ドは、コンセントから抜く。

◆ 家を留守にする場合は、きちんと施錠し、
建物の周囲に燃えやすい物を置かない。

農繁期における
　　　　火災予防

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

渡邉 心
こ は る

晴ちゃん（９か月）
「ブタさんと一緒にハイポーズ」

広　
告　
欄

● 

福
島
県
共
同
募
金
会
か
ら

　
　
　
　「
住
民
支
え
合
い
活
動
助
成
」
の
ご
案
内

　

福
島
県
に
お
い
て
、
住
民
助
け
合
い
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼ 

助
成
対
象
団
体　
福
島
県
に
お
い
て
、
住
民
助
け
合
い
活
動
を
行
う

県
内
在
住
者
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※ 

暴
力
団
員
な
ど
が
構
成
員
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
。

※ 

企
業
・
政
治
目
的
を
持
つ
団
体
、
宗
教
の
勧
誘
を
行
う
団
体
か
ら
独

立
し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

助
成
対
象
活
動　
平
成
24
年
度
に
被
災
者
の
方
々
に
対
し
実
施
す
る

助
け
合
い
活
動

▼ 

助
成
金
額　
１
団
体
に
つ
き
、
１
回
10
万
円
の
応
募
を
上
限
と
し
、

同
じ
団
体
か
ら
は
２
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
福
島
県
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
8.ocn.ne.jp/~akaihane/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
62-

８
５
８
６

27

募　

集

● 

三
春
登
山
愛
好
会
会
員
募
集

　

山
歩
き
を
き
っ
か
け
に
、
生
活
習
慣
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
と
の

出
会
い
は
も
ち
ろ
ん
、
登
山
が
生
み
出
す
前
向
き
な
心
、
活
力
を
生
む
健

康
な
身
体
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
有
酸
素
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

活
動
内
容　
県
百
名
山
や
日
本
百
名
山
な
ど
に
登
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問
・
申
込　
渡
辺
義
広　

☎
62-

３
６
２
６

　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

武　

☎
62-

４
８
１
８

● 

職
場
の
労
使
困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」
周
知
月
間
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
各
種
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
な
ど
に
関
す
る
労
使
間
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
７
番
７
号
）

▼ 

電
話
相
談　
10
月
15
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

▼ 

申
込
・
問　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　

 

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号　

県
庁
西
庁
舎
８
階

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

● 

芹
ヶ
沢
農
産
加
工
所
太
陽
光
発
電 

　
　
　
　
　
　
　
　
完
成
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
芹
沢
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
太
陽
光
発
電
所
の
完
成
を
記
念
し
、

地
元
お
よ
び
農
・
漁
業
者
を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
の
里
田
園
生
活
館

▼ 

テ
ー
マ　
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と
農
・
食
・
地
域
の
自
立

▼ 

問　
福
島
「
農
と
食
」
再
生
ネ
ッ
ト
☎
０
４
９
４-

２
５-

４
７
８
２

広 告 欄



　
平
成

2
4
年

1
0
月
１
日
発
行

毎
月
１
日
１
回
発
行

編
集
発
行
／
三
春
町
役
場
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
4
7
-6

2
-8

1
2
5
　


0
2
4
7
-6

1
-1

1
1
0

〒
9
6
3
-7

7
9
6
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
-
２

e-m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2012.10
№

995

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：7・8・14・21・28 日

マーク 休 は、町営バス「さくら号」の運休日です。

休

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108

14

9

1715

21

16

2422 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（10月）

日 月 火 水 木 金 土

29 31

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎	気がついて　大事な人は　すぐそばに（橋本知歩・要田中学校3年）
※平成23年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】10月 9日（火）午前 9時 30分〜 12時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【合同相談会】10月 16日（火）午前 9時〜午後３時
　／三春町福祉会館（南町）／行政相談委員・行政
　書士・民生児童委員

【人権相談】10 月 9 日（火）午前 10 時〜午後 3 時	
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】10 月 2・9・16・23・30日（火）
　午前 9時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】10月 4日（木）
　午後 1時〜 3時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/
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田村市
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人口17,685 人（+3）う
ち男性8,586 人（+2）・女性 9,099 人（+1）／世帯数 5,489世

帯（+10）人口・世帯数

10月 31日（水）　町県民税	第 3期　国民健康保険税	第 4期　後期高齢者医療保険料	第 3期　介護保険料	第 4期納  期  限

※	平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成24年 9月１日現在（前月比）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 20 ページに掲載しています。

10 月の行事カレンダー
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心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

さくら湖自然環境フォーラム2012（13時～・三春交流館「まほら」）

三春大神宮祭礼（～7日）

ミニシアター（10時～・中央児童館）

食品と放射能に関する学習会（13時30分～・三春交流館「まほら」）

三春大神宮祭礼に参加しよう（14時～16時・中央児童館集合）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

のびのびの日(9時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

保健センター開放日(9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

第２保育所土曜日一般開放（9時～11時30分）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

行政相談週間（～21日）

おはなし「あのね」の日(10時45分～11時・子育て支援センター）

行政相談委員・行政書士・民生児童委員無料合同相談会（9時～15時・福祉会館）

16（火）

17（水）

18（木）

19（金）

20（土）

21（日）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

29（月）

30（火）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か児健診（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・3歳児健診（13時～13時30分受付・保健センター）

献血車来町（9時30分～16時30分・田村高校）

乳幼児健診・1歳6か月児健診（13時～13時30分受付・保健センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

三春町文化祭（～11月11日・三春交流館「まほら」他）

歴史民俗資料館秋季企画展（～12月2日・9時～16時30分）

第２保育所土曜日一般開放（9時～11時30分）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

消防団秋季検閲式・消防ふれあいデー(8時～・町営グラウンド）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児健診（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日／子育てサロン（10時～11時）／食改さんのおやつやさん（11時～）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

秋のミニ運動会（9時30分～13時30分・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

2（火）

4（木）

5（金）

6（土）

9（火）

10（水）

11（木）

12（金）

13（土）

14（日）

15（月）

16（火）
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